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岡本キャンパスの結節点
iCommons

●  特 集 1 2017年 9月 颯爽誕生 ● It ’s KONAN Style
世界を舞台にする
演出家･俳優

笈田 ヨシさん

● なるほど!甲南アカデミア
フロンティアサイエンス学部
生命化学科 教授

藤井 敏司
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甲南学園の10 0年
～ 豊 潤 な 時 を 讃 え て ～P r e c i o u s  t i m e  b e h i n d  u s

　
緑
豊
か
な
甲
南
の
キ
ャ
ン
パ
ス
。

正
門
か
ら
1
号
館
へ
と
続
く
坂
道

沿
い
の
木
々
は
、訪
れ
た
人
を
そ
の

先
の
学
友
会
館
へ
と
誘
う
。一
本
松

に
つ
ど
っ
た
日
々
。昼
休
み
や
休
憩

時
間
、放
課
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
向

か
う
シ
ー
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、い

つ
も
と
お
っ
た
木
陰
の
階
段
。施
設

の
建
て
替
え
と
と
も
に
、そ
の
階
段

も
幅
広
く
開
放
的
な
も
の
へ
と
姿

を
変
え
た
。

　
50
年
以
上
の
時
を
経
て
、学
生
気

質
や
周
囲
の
学
舎
群
も
様
変
わ
り

し
た
。

　
し
か
し
甲
南
の
杜
は
、時
を
経
て

も
往
時
と
変
わ
ら
ぬ
佇
ま
い
で
、わ

れ
わ
れ
の
日
常
を
見
守
っ
て
い
る
。

『
甲
南
の
杜
』

2017（平成29）年、そびえ立つ3本の松は当時のまま

1966（昭和41）年の学友会館周辺
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KONAN TODAY

［お知らせ］

2019年の学園創立100周年を控え、
今号は募金ニュース「つばさ（年1回発行）」を
同封しております。

No.522017
Autumn

CONTENTS

新任・退任教職員紹介

KONAN TOPICS
甲南学園から“旬”のニュースをお届けします

高中 Topics
自ら興味に迫る知の冒険
「なぜ」「なに」を探究して大きく成長する

E-Study

学生を大きく成長させる“甲南だけの”プログラム

誰もが海外体験できる
エリアスタディーズ

2017年9月 颯爽誕生

岡本キャンパスの結節点
iCommons

特集 1

特集 2

一瞬、一瞬を完璧に過ごす
その積み重ねが良い人生と
いえるのかもしれない

さまざまな分野の第一線で活躍する卒業生
It’s KONAN Style　笈田 ヨシ さん

平生釟三郎日記刊行記念シリーズ

川崎東山学校のコーオプ教育

岡本ぶらり 第2回
進取の気風がある岡本は老舗から
新店までが軒を連ねる“パンのまち”

KONAN FORUM
課外活動成果報告／新刊一覧 ほか

甲南学園の100年

甲南大学同窓会が設立60周年

甲南学園創立100周年カウントダウン連載
活動の輪を広げる同窓生たちⅤ 甲友の “絆”を訪ねて

なるほど！甲南アカデミア
フロンティアサイエンス学部 生命化学科
教授 藤井敏司

「絆 未来へ!」

認知症に苦しむ人を一人でも減らすため
早期診断法の研究に取り組む

特集 1
Special issue

颯爽誕生 岡本キャンパスの結節点
iCommons
2017年9月

表紙の1枚

岡本キャンパス
図書館
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学生にも意識されるよう設

計。また、就職セミナーや企

業関係者とのセッションな

どはiCommons内のUnion

などで行われます。就活生

にとっても後輩から見られて

いるのは刺激になります。

学生が訪れる機会が多い

オフィスは、アクセスしや

すい2階に配置。多くの学

生が集まってくる新学期に

はガラス壁を開放、Agora

Westと一体的な利用がで

きるようになっています。

岡本キャンパスの結節点  iCommons

1･2F

茶 室
茶室はコンパクトながら、非日常を感じさせる空間。茶道や華道の部活動
や留学生との交流など、さまざまな使い方が可能です。

4F

3F 4F

さまざまな機能をもつiCommons（アイコモンズ）は、そこに集う人が縦横無尽につながり、相互に触発され、新たな創造が期待
される「人物教育」の場です。それでは、管理運営メンバーのiStaffのみなさんに施設を紹介していただきましょう！

そこは、多様な人と情報が混ざり合い刺激し合う場

iCommonsから甲友会館にいたる吹き抜け大階段。ここに集

う人々が行き交うもっともにぎやかな場所に約150名が着席

できる融合スペース。210インチの大型スクリーンではさまざ

まな情報を得ることができ、イベントはもちろん、パブリック

ビューイングなどにも活用できます。

Agora･AgoraWest

学生部・スポーツ強化支援室・医務室 キャリアセンター

ワンストップでOK!
学生生活の近くに
オフィスを設置

2F

B1F

さっそく
体育の授業でも、
使われて
いるんだね。

オープン
テラスを臨む
開放的で素敵な
スペース！

今後はここで
ワークショップが
計画されて
いるよ。

スペ ス！

さっそく
体育の授業でも、
使われて
いるんだね。

オープン

文学部 4年次

原田 健吾 さん

（左）法学部 3年次 河合 祐子 さん
（右）法学部 3年次 木原 涼音 さん

理工学部 3年次

竹本 凌 さん

3F
理工学部 3年次

坂本 倫紀 さん

オープン
スペースでは

クラブ間の交流が
盛んです。

ほか、ダンスの練習、講演会、ワークショップなども実施可能。映像体育の授業のほ
備え、実施されたイベントの映像を残すことができます。廊下に面収録システムを
フルオープンすると、より開放的な空間になります。ります。したガラス壁をフ

4FStudio
（スタジオ）

2F

トレーニングマシンとボルダリングウォールを備えたた施設。クラブ
に属する学生はもとより、一般学生や教職員が気軽軽に健康づくり
を楽しめます。

Fitness Room
（トレーニングルーム）

4F

DIYに必要な道具が利用できる「ものづくりのためのスペース」。部活
動だけではなく、一般の学生も参加できるDIYワークショップも開催
され、ものづくりの様子はガラス張りで周囲から見ることができます。

Atelier
（アトリエ）

4F

本格的な調理機器と用具を備えたガラス張りのオープンキキッチン。料理や華華道の
部活動のほか、料理をテーマにしたイベント、ゼミや国際交流の料理イベン流の料理イベントにもトにも
利用可能。作った料理は屋外テラスで楽しむこともできます。

Kitchen
（キッチン）

3F

iC ommons利用者のためのサ
ポーターが常駐。施設の利用申し
込み、備品の貸し出し、ツールの
使い方のアドバイス、イベント企
画支援など、学生の活動を幅広く
サポートします。

iSpot
（サポートデスク）

「学生一人ひとりの晴れ舞台」として名
づけられた多目的ホール。約160席の座
席と収納式ステージによって音楽・演劇
発表、講演会、セミナーなどに利用でき
ます。座席とステージを収納すれば、ダ
ンスや体育の授業も可能です。

iStage
（多目的ホール）

向かって進む船の船室をイメージして名づけ同じ目標に
。港の街並みをイメージしたカラフルなデザイられました。
的。入口脇にはディスプレイ用の棚と掲示板をンも特徴的
がガラス越しにセットされています。兼ねた収納

Cabin
（部室）

窓からは庭園を臨むこととがで
きます。
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のれんをくぐると座敷席が
95席。Westは他のゾーン
とはちがう雰囲気で食事
やグループの集まりを楽し
めます。留学生との交流、
ゼミやクラブのコンパなど
使い方はさまざま。

（左）ORIGINAL ICE TEA 200円
（中）ICE BREWED COFFEE ストロベリー 320円
（右）ICE BREWED COFFEE モカ 320円

京都宇治抹茶ラテ
R 380円

アイス
京都宇治抹茶ラテ
R 380円

トーストセット
390円

ブリュレ in バウム
380円

サーモンの
たらこバター
690円

コクうま
ミートソース
590円

岡本キャンパスの結節点  iCommons

North

South
食事を

するだけじゃなく
ゼミやクラブの
ミーティングにも
使えます。

West

uth

定番の天津飯M 350円

飲み物を片手に本と向き合える静かな空間。天気がよければテラス
席で飲み物を楽しむこともできます。ライフスタイルを提案するイ
ベントが定期的に行われ、関係する書籍や雑誌も合わせて販売さ
れます。

TSUTAYA BOOKSTORE KONAN
iCommons（ブックカフェ）

Hirao Dining Hallの由来

4F

● 営業時間 平日11:00～19:00、土曜10:00～14:00、日祝休

天気のいい日の
テラスは
早い者勝ち！

夜とシーンによって使い分けのできる67席のカカフェバー。朝、昼、夜
の朝食やランチ、夜はお酒を飲みながらのココミュニケー授業前の
ど時間によって表情が変わります。6名が座れる個室ションな
フロアを貸し切りでパーティーをすることも可能です。（2室）やフ

CAFFÉ ＆ BAR PRONTO 1F

● 営業時間 平日8:00～21:00、土曜9:00～14:00、日祝休
● アルコール提供時間 18:00～20:00 L.O.
［お問い合わせ］ TEL：078-200-5705

夜もオープン
しているから
使い勝手が
いいよ！

知能情報学部 3年次

宮内 力太郎 さん

文学部 4年次

古村 達哉 さん

知能情報学部 3年次

杉野 直樹 さん

3つの異なる表情をもつ空間で1300席を擁する学生食堂Hirao Dining Hall
（学生食堂）

1F

は、あえて照度を下げた空間にグループ席、ボックス席や木のNorthは のルー
ゆるやかに囲まれたミーティング席を設け、グループ学習などパーでゆ ど、食
ながらコミュニケーションが活性化するよう設計されました。ゆっ事をしな
長い時間を過ごすことができるよう座席の予約が可能です。くりと長

● 座席数 South797席、North408席、West95席
● 営業時間 平日11:00～19:00、土日祝休
［お問い合わせ］ TEL：078-441-7905

o Dining Hall Northは学生食堂の営業時間にかかわらず、iCommons開館日の※Hira
11:00～19:00、土日祝11:00～14:00の間、自由に利用できます。平日
11:00～13:00は大変混み合います。※平日

平日 8:00～20:00
土曜 9:00～14:00、日祝休

● 営業時間

Family Mart
（コンビニエンスストア）

2F

生徒と教職員が一堂に会して食事することを理想としていた甲南
学園創設者の平生釟三郎は、私財を寄付して食堂を新築しました。
運用は生徒の自主性に任され、教職員はもちろん、講演に招かれた
来客も食堂に案内され、食事を共にしたといいます。食堂でのひと
時は、なごやかな交流の場となり、名士とことばを交わす機会にも
なっていたようです。iCommonsの学生食堂は、人物教育の理念を
掲げる「平生精神」を受け継ぐ場所となるよう「Hirao Dining Hall」
と名づけられました。

30ページにクーポンを添付しています!

※営業時間内は一般の方も利用可能です。ただし、学年暦によって営業時間･休業日を変更することがあります。
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1950年代から、甲南大生の生活の中心には学友会館と学生会館がありました。今後はその地に完成したiCommonsに、

学生たちは思い出を刻むことになります。ここでは、在りし日の2つの施設をスナップ写真でご紹介します。なつかしい光

景であの瞬間を思い出し、ぜひその姿を心にお留め置きください。

取り壊し前の旧学友会館食堂

1979（昭和54）年 学友会館と学生会館の間にある「出会いの広場」

1971（昭和46）年 学友会館・学生会館

1980（昭和55）年 学祭準備

チキンカツライス
1980（昭和55）年 当時は270円

Memoriesメモリーズ

﹇ 

甲
南
大
学 

白
川
台
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト 

﹈

真
新
し
い
施
設
を
舞
台
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
広
が
っ
て
い
ま
す

白川台セミナーハウス  I’ll （アイル）

体育館

ビオトープ 散策路

白川台キャンパス
全景

人工芝グラウンド

　
白
川
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
拡
充
事
業
は
着
々
と
進
捗

し
、最
終
工
期
を
迎
え
よ
う
と
す
る
中
、施
設
利
用
も
活
発

に
な
っ
て
い
ま
す
。季
節
の
自
然
を
楽
し
む
散
策
路
、使
い

や
す
く
清
潔
に
保
た
れ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
に
は
歓
談

の
声
が
響
い
て
い
ま
す
。内
装
が
整
え
ら
れ
新
し
く
な
っ
た

体
育
館
は
、体
育
会
ク
ラ
ブ
の
練
習
や
、地
域
の
方
々
を
招

い
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
フ
タ
イ
ム
を
充
実
さ
せ

語
ら
い
を
演
出
す
る
屋
外
施
設

　
広
大
な
敷
地
を
誇
る
白
川

台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
屋
外
活
動

施
設
の
整
備
も
進
ん
で
い
ま

す
。人
工
芝
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
合
宿
練
習
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、

馬
術
部
が
利
用
す
る
馬
場
や
厩
舎
が
で
き
あ
が
り
、甲
南
大
生

の
課
外
活
動
を
ま
す
ま
す
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

夏
か
ら
秋
に
、

第
3
期
計
画
が
続
々
完
成

さ
っ
そ
く
体
育
会
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
ま
す

厩舎

1階

2階

3階

体育館・ロッカー室・シャワー室・
食堂・管理室

大講義室・セミナー室・ラウンジ・
教員宿泊室

宿泊室・大浴室・小浴室・
洗面洗濯室

▍施設概要 ※館内無線LAN・自動販売機・給茶機

シンボルの松はそのままに

出会いの広場が「まつステージ」に

生まれ変わりました。

iCommonsの設計に際しても大切に残された“一本

松”を中心に、3本の松が取り囲む広場が、温かみの

ある木の階段で飾られた「まつステージ」に。旧学生

会館前がそうであったように“出会いの広場”として、

甲南大生の学生生活の一部となることでしょう。

Topics

さまざまな世代の

交流の場となる

バーベキュー施設

学園主催のイベント･正課授業を優先しております。卒業生、地
域･一般の方向けの利用方法につきましては、確定次第お知らせ
いたします。

甲南大学白川台キャンパス

〒654-0102 兵庫県神戸市須磨区東白川台5丁目6番
[アクセス] 神戸市営地下鉄「名谷」駅より、
神戸市バス79系統「東白川台」バス停下車徒歩約5分
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カ
ナ
ダ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
へ
留
学

新
し
い
夢
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

「誰かの役に立ちたい」。

小さな自信を積み重ねて、

私の夢が世界へ飛び出した

　「人間は、おもしろいかありがたいかの、いづれかじゃなければ寄つて

くるものぢゃないよ」－平生釟三郎は言いました。そんな平生が創立し

た大学ですから、甲南の留学プログラムは、“おもしろくて”（＝学びは

本来楽しいということを知る）“ありがたい”（＝成長できる）ものが多数

そろっています。本特集では、その中の一つをご紹介します。

学生を大きく成長させる
“甲南だけの”プログラム

留
学
へ
の
不
安

エ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
で
希
望
の
光
が

ス
ペ
イ
ン
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
年
前
と
は
違
う
自
分
に
出
会
う

て

し

は

数

2018. 3/5（月）～11（日）予定

マレーシア（マラヤ大学）コース

2018. 3/12（月）～21（水）予定

アメリカ（ハワイ大学）コース

2018. 2/20（火）～27（火）予定

タイ（チェンマイ大学）コース

学生が成長する場はキャンパスだけとは限りません。また、何を

どれだけ学ぶかは学生一人ひとりの感性によって違ってきま

す。甲南大学では、学生が社会での体験を通して学ぶことがで

きる、さまざまなフィールドワークを実施しています。その学び

の場を海外にまで広げたのがエリアスタディーズ。1年次の参加

も大歓迎！英語を話せなくても問題ありません。「海外なんて…」

と思っている学生にぜひとも参加してほしい内容です。

誰もが海外体験できる
エリアスタディーズ

○申込期間／2017年11月6日（月）～11月13日（月） ○問い合わせ先／甲南大学国際交流センター（岡本キャンパス2号館1階）  TEL：078-435-2772

2018年春実施エリアスタディーズ

特集2
Special issue

タイの古都で
山岳民族に出会い、ゾウと交流する

アロハの島ハワイで、
言語･文化･歴史を学ぼう！

スポーツを通して
異なる文化や価値観を学ぶ

❶短期間（1週間～10日）で海外体験

❷卒業必要単位として認定※

● 夏休みまたは春休みに2単位の「集中科目」として実施

● すべての学部生と大学院生が参加可能

事前授業（現地事情などを学習）および
事後授業（レポートや研究発表で現地学習の成果を報告）があります。

現地大学（主に甲南の協定校）での授業および学生との交流、
企業訪問、フィールドワーク 等

❸教員が引率

❹個人旅行では得られない経験ができる

エリアスタディーズの特長

※入学年次・学部・学科によっては、卒業必要単位として算入されないことがあります。

◀◀◀ 実際にエリアスタディーズを受講した学生は、何を感じ、どのように成長したのでしょうか!?

ベトナム シンガポール韓　国 イギリス アメリカ・
インディアナ

2018年夏期実施予定コース
（変更になる場合があります）

写真提供：マレーシア政府観光局 写真提供：ハワイ州観光局 写真提供：タイ国政府観光庁

Profile

Naoko Kawamoto

アメリカ（パデュー大学）コース

　

大
学
で
の
目
標
は
、長
期
留
学
。で
も
、

海
外
経
験
は
家
族
旅
行
だ
け
。「
留
学
っ
て

ど
ん
な
感
じ
？
」不
安
と
疑
問
が
交
差
す

る
日
々
で
し
た
。そ
の
こ
ろ
知
っ
た
の
が
、

短
期
で
海
外
留
学
を
体
験
で
き
る
エ
リ
ア

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
存
在
。留
学
先
と
し
て
決

め
て
い
た
ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
を
迷
わ
ず
選

び
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、米
国
サ
ン
ス
タ
ー
オ
フ
ィ
ス

（
S
u
n
s
t
a
r 

A
m
e
r
i
c
a
s, 

I
n
c.
）や
日
本
国
総
領
事
館
を
訪
問
。サ

ン
ス
タ
ー
さ
ん
で
は
、商
品
開
発
ま
で
の
過

程
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
お
話
な
ど
を
伺

い
ま
し
た
。社
屋
は
、壁
面
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
、あ
る
い
は
ガ
ラ
ス
で
仕
切
る
こ
と

で
、広
々
と
し
た
空
間
に
見
せ
た
り
、会
議

室
と
工
場
を
隣
接
さ
せ
意
見
を
共
有
し
や

す
く
す
る
な
ど
、私
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
会
社

と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
工
夫
は
、従
業
員
の
み
な
さ
ん
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
せ
る
よ
う
に
、

ま
た
仕
事
が
効
率
的
に
進
む
よ
う
に
な
ど

の
意
図
に
よ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。総
領
事

館
の
方
か
ら
は
、自
分
た
ち
が
日
米
の
懸
け

橋
的
な
存
在
と
な
る
と
い
う
矜
持
を
も
っ

て
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、日
米

関
係
を
友
好
に
す
る
に
は
、私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
行
動
の
積
み
重
ね
も
大
切
な
ん
だ

と
い
う
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。自
分
で
は
絶

対
行
け
な
い
と
こ
ろ
ば
か
り
を
訪
れ
る
と

い
う
だ
け
で
な
く
、非
常
に
学
ぶ
こ
と
が
多

い
貴
重
な
体
験
で
し
た
ね
。

　

一
番
の
思
い
出
は
、滞
在
し
て
い
た
パ

デ
ュ
ー
大
学
の
寮
で
現
地
の
学
生
と
過
ご

し
た
時
間
で
す
。自
然
に
恵
ま
れ
た
キ
ャ

ン
パ
ス
の
中
、彼
ら
は
勉
強
や
ク
ラ
ブ
活

動
に
一
生
懸
命
。遊
ぶ
と
き
は
遊
ぶ
、メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
て
生
活
す
る
姿
に
刺
激
を
受

け
、留
学
の
夢
が
急
に
大
き
く
現
実
的
に

な
り
ま
し
た
。

　

英
語
が
話
せ
な
く
て
も
、エ
リ
ア
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
は
楽
し
め
ま
す
。で
も
私
は
、言

い
た
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
な
い
自
分
の
英

語
力
の
な
さ
に
激
し
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。

悔
し
く
て
、帰
国
後
は
英
語
能
力
判
定
試

験
I
E
L
T
S（
ア
イ
エ
ル
ツ
）の
勉
強
に

集
中
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
の
夏
に
は
、大
学
を
通
じ
て

国
際
教
育
交
換
協
議
会（
C
I
E
E
）の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、ス
ペ
イ
ン
で
約
2

週
間
、教
会
修
復
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ

り
ま
し
た
。私
が
担
当
し
た
の
は
、イ
ス
や

机
、壁
の
修
復
で
す
。繊
細
な
絵
が
描
か
れ

て
い
る
の
で
、傷
つ
け
な
い
よ
う
慎
重
に
薬

品
で
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。ス
ペ
イ
ン
人
、

ロ
シ
ア
人
、メ
キ
シ
コ
人
、台
湾
人
そ
れ
ぞ

れ
の
な
ま
り
の
あ
る
英
語
を
理
解
す
る
の

は
大
変
で
し
た
が
、彼
ら
が「
t
r
y 

t
r
y
」と
励
ま
し
て
く
れ
る
の
で
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。陽
気
に
場
を
和
ま
せ
楽
し
み
な
が
ら

作
業
を
す
る
彼
ら
の
姿
勢
は
、こ
れ
か
ら
見

習
い
た
い
で
す
ね
。

　

3
年
次
の
4
月
か
ら
は
、約
1
年
間
、カ

ナ
ダ
の
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
に
留
学
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
大
学
で
学
ん

で
き
た
経
済
・
経
営
の
知
識
を
土
台
に
、環

境
学
を
学
ぶ
の
が

目
標
で
す
。チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ
ば
、現
地
企
業

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就
業
体
験
）に
も

参
加
し
て
、実
践
的
な
英
語
力
と
ビ
ジ
ネ

ス
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
い
で
す
ね
。留
学

と
い
う
夢
を
叶
え
ら
れ
た
の
は
、エ
リ
ア
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
の
お
か
げ
。パ
デ
ュ
ー
大
学
で

の
体
験
や
、同
じ
目
標
を
も
つ
友
人
に
出

会
え
た
こ
と
が
今
の
私
を
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

将
来
の
目
標
は
、ま
だ
漠
然
と
し
て
い

ま
す
が
、「
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、人
の
お
役
に

立
て
る
仕
事
に
就
く
こ
と
」。留
学
で
自
分

の
可
能
性
を
広
げ
、新
し
い
夢
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

マネジメント創造学部 2年次  河本 尚子さん
かわもと なおこ

「誰「

09KONAN TODAY10 2017 Autumn



　社会の国際化にともない、どんな仕事に就いていても、海外とのやり取りや外国人

と接することが珍しくなくなってきました。また、「世界に通用する人物たれ」を建学の

精神に掲げていることから、甲南大学では、グローバル教育に力を入れています。そ

の特長は、「すべての学生が段階的にチャレンジできる・しやすいプログラム」となっ

ている点です。

　語学力や異文化理解力－世界という舞台で活躍する力を養うに

は、やはり留学が効果的であり、実際、留学した学生たちは、大きく成

長し帰国しています。しかし、半年から1年の本格的な留学は、経済

的、時間的なハードルが高くなり、希望する学生すべてが留学できる

わけではありません。また、そもそも海外へ行くことさえ考えたことも

ない学生が一定数いるのも事実です。そのため、甲南大学では、すべ

ての学生が各々のやる気や環境などに応じたチャレンジをしやすい

ように、国際交流体験プログラムを段階的に構築しています。画一的

な詰め込み教育を排した、平生の精神がここにも生きているのです。

甲南大学の国際交流プログラムでは、すべての学部の甲南大生（および大学院生）を歓迎しています。

少し努力して、「参加しにくい…」「めんどうだな…」というためらいを乗り越え、チャレンジすれば、新し

い仲間、新しい自分に出会えるのです！おもしろくてありがたい人物が多数巣立つことを願っています。

“甲南だけの”“甲南らしい”国際交流

海外留学がすべてではない

と接するこ

精神に掲げ

の特長は、

ている点で

ポルトは、①日本語②主に英語③どの言語でもOKというように、学生それぞれのレベルや
ニーズに合わせて交流できる3ゾーンで構成。語学の授業で学んだ成果をすぐに生かして、コ
ミュニケーション能力を高めます。

すべての学生が学内で国際交流を体験、自律的に学習できる、グローバルゾーン“Porte”
ポルト

ここがポイント!

1.ホップ
学内留学・国際交流体験！

2.ステップ

3.ジャンプ

実際に海外を体験する（1週間～１か月）
エリアスタディーズ、海外語学講座

長期の海外留学

すべての甲南大生に国際交流を

HOP

STEP

JUMPUMP

「チャレンジしやすい!」がコンセプト。

段階的に深める国際交流プログラム
「チャレンジしやすい!」
段階的に高める国際交流プログラム

まずは

参加することが

大切!

● コミュニケーション能力を向上させる！

甲南大学の国際

少し努力して、「

い仲間、新しい自

まずは

参加することが

大切!!!

学
生
の
成
長
と
と
も
に

　

 

目
標
や
夢
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

私の舞台は、東灘区から世界へ。

エリアスタディーズは

未来を開く大きな一歩でした。

Profile

韓国（漢陽大学）コース文学部 英語英米文学科 4年次　武本 優希さん
たけもと ゆ き

異
文
化
交
流
が
私
を
目
覚
め
さ
せ
た

　
「
東
灘
区
か
ら
出
た
こ
と
が
な
い
」。

高
校
時
代
の
私
は
、そ
れ
く
ら
い
行
動
範

囲
が
狭
い
子
で
し
た
。
海
外
と
の
接

点
は
、K
A
R
A
や
少
女
時
代
な
ど
の

K-

P
O
P
が
好
き
だ
と
い
う
程
度
。で

も
、漠
然
と「
い
つ
か
留
学
し
た
い
」と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、「
留
学
の
た
め
の
英
語
集

中
コ
ー
ス
」を
選
択
し
た
も
の
の
、留
学

に
向
け
て
の
具
体
的
な
一
歩
が
な
か
な

か
踏
み
出
せ
な
く
て
…
。そ
ん
な
と
き
偶

然
手
に
し
た
の
が
、エ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
の
案
内
。気
に
な
っ
た
の
は
、や
は
り
韓

国
コ
ー
ス
で
す
。費
用
は
安
く
な
い
け
ど
、

行
程
を
見
て
個
人
旅
行
で
は
絶
対
に
経

験
で
き
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
思
い
、参

加
を
決
め
ま
し
た
。こ
れ
が
私
の
人
生
を

大
き
く
変
え
る
決
断
に
な
る
と
は
、想
像

だ
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
地
で
は
、韓
国
新
聞
社
や
江
北
の
浄

水
場
を
訪
問
し
た
ほ
か
、漢
陽
大
学
で
、韓

国
人
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、ブ
ラ
ジ
ル
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、中
国
な
ど
か
ら
留
学
し
て
き

た
人
た
ち
と
も
交
流
で
き
ま
し
た
。同
世

代
で
あ
り
な
が
ら
兵
役
を
経
験
し
、目
の

前
に
命
の
重
さ
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
人
、

世
界
各
地
を
転
々
と
し
、人
生
を
必
死
で

切
り
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
人
な
ど
が
い

て
、自
分
が
恵
ま
れ
て
い
る
と
痛
感
し
た

一
方
で
、と
て
も
狭
い
世
界
で
生
き
て
き

た
こ
と
を
思
い
知
り
ま
し
た
。

　

自
由
時
間
に
現
地
の
学
生
た
ち

と
街
へ
出
た
り
、
拙
い
英
語
な
が
ら

K-

P
O
P
や
日
本
の
ア
ニ
メ
に
つ
い
て

お
し
ゃ
べ
り
す
る
ほ
っ
こ
り
で
き
る
時
間

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
よ
。み
ん
な
と

の
距
離
が
一
気
に
縮
ま
り
ま
し
た
。こ
れ

ぞ
異
文
化
交
流
で
す
ね（
笑
）。

　

こ
の
エ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を
き
っ
か

け
に
、「
も
っ
と
も
っ
と
、世
界
を
知
り
た

い
。い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
交
流
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、英
語
を
勉
強
し
な
く
て

は
！
」と
考
え
、留
学
と
い
う
夢
へ
向
か

い
、ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、甲
南
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
外
国
人
留
学
生
と
交
流
し
て
英
語
力
を

強
化
し
、1
年
後
の
夏
、ア
メ
リ
カ
の
ス

ノ
ー・カ
レ
ッ
ジ
へ
留
学
し
ま
し
た
。

　

留
学
先
で
は
、語
学
を
学
ん
だ
あ
と
現

地
の
学
生
と
と
も
に
言
語
学
な
ど
の
講
義

を
受
講
し
ま
し
た
。最
初
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
発
音
に
つ
い
て
行
け
な
く
て
苦
労
も
し

ま
し
た
が
、日
本
語
の
動
詞
活
用
に
つ
い

て
英
語
で
発
表
し
た
と
き
に
は
、成
長
で

き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

帰
国
後
も
ポ
ル
ト（
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）

に
通
い
、留
学
生
の
日
本
語
学
習
と
、甲
南

大
生
向
け
に
英
語
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

や
ゲ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
、日
常
的

に
英
語
を
使
う
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。甲

南
は
、積
極
的
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
、自
分

を
ど
ん
ど
ん
伸
ば
せ
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。

　

そ
の
お
か
げ
で
秋
に
は
T
O
E
I
C
®
の

ス
コ
ア
が
7
8
5
に
、翌
年
3
月
に
は

9
3
5（
9
9
0
点
満
点
）に
ま
で
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、物
流
企
業
に
就
職
し
ま

す
。外
国
人
が
多
く
採
用
さ
れ
る
企
業
な

の
で
、鍛
え
た
英
語
力
を
生
か
し
て
働
き

た
い
で
す
ね
。韓
国
と
ア
メ
リ
カ
で
つ
な

が
っ
た
友
だ
ち
は
、た
ま
に
日
本
へ
来
て

く
れ
ま
す
し
、こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
仲
良

く
し
て
い
き
ま
す
。

　

改
め
て
振
り
返
る
と
、「
私
、本
当
に
変

わ
っ
た
な
」っ
て
思
い
ま
す
。生
活
の
ほ

と
ん
ど
が
東
灘
区
で
完
結
し
て
、視
野
が

狭
か
っ
た
か
つ
て
の
私
に
伝
え
た
い
で

す
ね
。「
エ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
で
、大
き

く
成
長
で
き
る
よ
」っ
て
。

K-

P
O
P
が
好
き
な
女
子
校
生
が

世
界
へ
羽
ば
た
い
た
日

あ
の
こ
ろ
の
私
に
伝
え
た
い

「
積
極
的
に
な
っ
て
。

き
っ
と
成
長
で
き
る
か
ら
」

ホップの一例
学内で留学！？

海外留学の経験がある甲南大生と海外からの留学生が、異文化交流に不慣れな学生をサ
ポート。多彩なアクティビティやゲームを通じて、さまざまな考え方や価値観を尊重し合う機
会を提供しています。

● 世界で活躍する力を身につける！

学生が自発的に語学学習できる教材（本、CD、DVD）を用意。学習後には、英語教員や学生
スタッフからフィードバックを受けることもできます。さらに、一人でも友だち同士でも、ポル
トを楽しく利用できるように、映画のDVDや英訳した日本の人気コミックを設置しています。

● もっと自分を高めたい学生のために

®

と
現現現現現
とととと講

義義義義義
講講講講ィ

ブブブ
ィィも

ししし
ももつ

いいい
つつ長

ででで
長長長長っ

たたた
っっっ

す
ね
「
エ

ア
ス
タ
デ

ズ
で
大
き

く
成
長
で
き
る
よ
」っ
て
。。
てて
っっ」」
よよよよ
るる
きき
で
き
で
き
でで
長長長長
成成成成
くく

Yuki Takemoto

私私私の舞の
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認知症に苦しむ人を一人でも減らすため
早期診断法の研究に取り組む

った日本で、今後深刻な問題となるのが、認知症患者の増加です。患　超高齢社会となっ
者の約半数がアルツハイマー型とされる認知症には今のところ、完全な治療法はありま者の約半数がアルツ
せん。そこで課題となるのが、少しでも早い段階でアルツハイマーの徴候を見つけること。
病の早期発見に取り組むフロンティアサイエンス学部生命化学科（FIRST）の藤井敏司
教授にお話を伺いました。

　

医
療
・
介
護
の
世
界
で
は
今
、「
2
0
2
5
年
問

題
」へ
の
対
応
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
試
算
に
よ
れ
ば
、団
塊
の
世
代
が

す
べ
て
75
歳
以
上
と
な
る
2
0
2
5
年
、日
本
の

認
知
症
患
者
は
7
0
0
万
人
に
も
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
と
は
、脳
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
働
き
が

悪
く
な
っ
て
機
能
障
害
を
起
こ
し
、生
活
に
支
障

を
き
た
す
よ
う
な
病
気
の
こ
と
。発
症
す
る
と
24

時
間
体
制
で
の
介
護
が
必
要
と
な
り
、家
族
な
ど

ま
わ
り
の
人
の
負
担
が
非
常
に
重
く
な
り
ま
す
。

親
の
介
護
の
た
め
離
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、た
だ
で
さ
え
労
働

人
口
が
減
っ
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
社

会
問
題
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
患
者
の
う
ち
の
約
半
数
は
、ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
患
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。約
1
1
0
年

前
、医
師
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
よ
っ
て
初
め
て
症

例
報
告
さ
れ
た
こ
の
病
気
は
、脳
内
に
あ
る
小
さ

な
タ
ン
パ
ク
質
の
変
形
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ

ま
す
。変
形
し
た
タ
ン
パ
ク
質
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

と
呼
ば
れ
、ア
ミ
ノ
酸
が
40
個
ぐ
ら
い
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。こ
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
が
い
く
つ
も
集

ま
っ
て
線
維
状
の
塊
に
な
る
と
、毒
性
を
も
つ
よ

う
に
な
り
脳
の
神
経
細
胞
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
機
能
は
未
だ
に
不
明
で
す

が
、高
齢
に
な
っ
て
初
め
て
で
き
る
わ
け
で
は
な

く
、若
い
こ
ろ
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。た

だ
若
い
間
は
、ア
ミ
ロ
イ
ド
β
が
で
き
て
も
、そ
れ

を
取
り
除
く
機
能
が
働
く
た
め
に
脳
内
で
蓄
積
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。加
齢
と
と
も
に
除
去
機

能
が
衰
え
る
と
、少
し
ず
つ
脳
内
に
溜
ま
る
よ
う

に
な
り
、蓄
積
量
が
一
定
の
値
を
超
え
た
段
階
で

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
発
症
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
結
果
に
よ
れ
ば
、病
気
を
発

症
す
る
20
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の

蓄
積
が
始
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。残
念

な
が
ら
、今
の
と
こ
ろ
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
完

治
す
る
薬
や
治
療
法
は
開
発
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、少
し
で
も
初
期
段
階
で
発
症
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

可
能
性
は
出
て
き
ま
す
。

　

私
が
、ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
蓄
積
に
注
目
す
る
よ

う
に
な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
は
、2
0
0
7
年
に
発
表
さ

れ
た
論
文
を
読
ん
だ
こ
と
で
す
。米
・コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
が
行
っ
た
大
規
模
な
追
跡
調
査
の
結
果
を
ま

と
め
た
論
文
に
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
特
有

の
奇
妙
な
現
象
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

健
常
者
も
、後
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
発
症
す

る
人
も
と
も
に
、年
齢
を
重
ね
る
と
血
中
の
ア
ミ
ロ

イ
ド
β
量
は
徐
々
に
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。と
こ
ろ

が
、病
気
に
な
る
人
に
限
っ
て
、発
症
す
る
4
〜
5

年
前
に
一
度
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
血
中
濃
度
が
減
少

し
て
い
た
の
で
す
。

　

な
ぜ
、そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
。こ
れ

は
私
の
推
測
で
す
が
、ア
ミ
ロ
イ
ド
β
は
一
定
量
を

超
え
る
と
、脳
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
凝
集
し
て
線

維
化
し
ま
す
。こ
う
し
て
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
が
脳
内
で

固
ま
る
た
め
に
、血
中
に
溶
け
出
す
量
が
い
っ
た
ん

減
る
。そ
の
後
、ア
ミ
ロ
イ
ド
β
が
さ
ら
に
増
え
て

く
る
と
、再
び
血
中
に
溶
け
出
す
量
も
増
え
る
。し

た
が
っ
て
血
中
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
が
減
少
／
増
加

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、病
気

の
早
期
診
断
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、血
中
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
量
は
、ピ
コ

モ
ー
ラ
ー（
10
の
マ
イ
ナ
ス
12
乗
モ
ル
）レ
ベ
ル
と

非
常
に
希
薄
で
計
測
が
難
し
い
。既
存
の
方
法
で

も
測
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、費
用
が
か
さ

ん
だ
り
、約
1
日
と
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、私
の
研
究
室
の
学
生
が
、ア
ミ
ロ
イ

ド
β
を
わ
ず
か
4
時
間
ほ
ど
で
線
維
化
さ
せ
る
画

期
的
な
物
質（
ペ
プ
チ
ド
＝
タ
ン
パ
ク
質
の
一
種
）

を
発
見
し
ま
し
た
。こ
れ
を
使
え
ば
、血
中
の
ア
ミ

ロ
イ
ド
β
濃
度
を
短
時
間
で
測
定
す
る
可
能
性
が

出
て
き
ま
し
た
。

　

次
の
課
題
は
、希
薄
な
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
を
い
か

に
正
確
に
計
測
す
る
か
。線
維
化
し
た
ア
ミ
ロ
イ

ド
β
を
計
測
す
る
方
法
と
し
て
、水
晶
の
振
動
子

を
活
用
す
る
方
法
な
ど
を
研
究
・
開
発
し
、電
気
化

学
的
バ
イ
オ
セ
ン
サ
に
関
し
て
は
2
0
1
5
年
に

特
許
も
出
願
し
て
い
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、実
用
化
に
は
よ
り
精
度
を
高
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
濃
度
を

正
確
に
測
定
す
る
た
め
に
は
、計
測
精
度
を
あ
と

2
ケ
タ
高
め
て
、数
百
ピ
コ
モ
ー
ラ
ー（
10
の
マ
イ

ナ
ス
10
乗
モ
ル
）レ
ベ
ル
ま
で
も
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、電

流
値
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
で
す
。こ
れ
が
う
ま

く
い
け
ば
、あ
と
1
ケ
タ
精
度
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。さ
ら
に
、ア
ミ
ロ
イ
ド
β
を
凝
集
さ
せ

る
ペ
プ
チ
ド
に
も
工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
、あ
と

1
ケ
タ
集
積
量
を
高
め
た
い
。こ
の
2
つ
が
実
現

す
れ
ば
、健
康
診
断
の
と
き
の
採
血
か
ら
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
の
早
期
発
見
を
実
現
で
き
る
可
能
性

が
出
て
き
ま
す
。

　

私
自
身
は
、大
学
院
に
合
格
し
た
日
に
、研
究

者
と
し
て
の
心
構
え
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。そ

の
日
、指
導
教
官
に
教
え
を
求
め
に
行
っ
た
私
に
、

先
生
は
英
語
で
書
か
れ
た
2
ペ
ー
ジ
の
論
文
を

渡
し
て
、た
だ
ひ
と
言「
こ
・
れ
・
や
・
っ
・
て
」と
だ

け
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。そ
れ
以
外
の
こ
と
ば
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。要
す
る
に
、こ
れ
か
ら
先
は
何
ご

と
も
自
分
で
考
え
て
進
ん
で
行
く
し
か
な
い
の

だ
。そ
う
教
授
は
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。お
か

げ
で
そ
の
後
、私
は
自
力
で
道
を
切
り
開
い
て
歩

ん
で
こ
れ
た
の
で
す
。

　

だ
か
ら
私
も
研
究
室
の
学
生
に
対
し
て
は
、極

力
自
主
性
を
尊
重
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、研
究
と
は
、最
終
的
に
は
自
分
の
力
で

先
に
進
む
し
か
な
い
か
ら
で
す
。も
ち
ろ
ん
チ
ー

ム
力
が
ベ
ー
ス
と
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、最
後
の
突
破
口
を
切
り
開
く
の
は
、個
人

の
努
力
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
指
導
す
る
側
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、各

自
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
。自
分
が

先
頭
に
立
っ
て「
み
ん
な
、つ
い
て
来
い
」と
引
っ

張
る
よ
り
も
、後
ろ
か
ら
そ
っ
と
押
し
上
げ
る
よ

う
に
私
は
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
考
え
、自
分
で
実
験
な
ど
を
繰
り
返
し
、

結
果
を
検
証
し
な
が
ら
、次
の
段
階
に
進
む
。い
わ

ゆ
る
P
D
C
A（Plan Do Check Action

）サ
イ

ク
ル
を
回
す
能
力
は
、研
究
プ
ロ
セ
ス
は
も
と
よ

り
、ビ
ジ
ネ
ス
で
も
必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。

　

F
I
R
S
T
で
過
ご
す
4
〜
6
年
は
、卒
業
し

て
か
ら
続
く
社
会
人
人
生
の
下
地
を
培
う
期
間
で

あ
る
と
同
時
に
、卒
業
後
も
在
学
中
と
変
わ
ら
な

い
付
き
合
い
の
で
き
る
仲
間
と
密
な
人
間
関
係
を

育
む
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

F
I
R
S
T
で
の
研
究
を
通
じ
て
、社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
一
人
で
も
多
く
育
て
る
こ
と
。こ
れ

が
学
部
長
で
も
あ
る
私
の
最
重
要
の
課
題
で
す
。

藤
井
敏
司

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学
部 

生
命
化
学
科 

教
授

甲 南
ア カ デ

ミ ア

なる
ほど
!

京都大学理学部卒業。同大学
院理学研究科博士課程修了。
2016年度よりフロンティアサ
イエンス学部長を務める。専門
は生物無機化学。休日は北アル
プスでの本格的な登山、クラ
シックギターの演奏から、本場ヨーロッパのサッカーテレビ観戦
に読書など、その趣味は動と静の多岐にわたる

ふじい さとし

藤井 敏司 教授

フロンティアサイエンス学部 生命化学科

病
気
の
犯
人
は
謎
の
物
質
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
を
少
し
で
も
早
く

見
つ
け
る
た
め
に

自
分
で
考
え
、自
ら
の
道
を

歩
む
力
を
育
み
た
い
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甲南学園から“旬”のニュースをお届けします
〈 期間：2017年1月～7月 〉

能囃子方小鼓 大倉源次郎氏（S51高･56文卒）
重要無形文化財保持者（人間国宝）に
　小鼓方大倉流十五世宗家で

あった大倉長十郎氏の次男と

して生まれた大倉さんは、幼く

して初舞台を踏み、曲目を問わ

ない安定した技量で、能楽界

で主要な位置を占めています。

1985年、小鼓方大倉流十六

世宗家継承後、これまで、大阪

市咲くやこの花賞、大阪舞台

芸術賞奨励賞なども受賞され

ています。

平成29年度入学宣誓式に卒業生を招待
　4月1日、学園創立100周年記念事業の一環として、大学入学宣誓式に

旧制高校卒業生と大学1～7期生93人をお招きしました。式では長坂悦敬

学長が「社会に広がる甲南卒業生のネットワークは私たちの支え」、また

𠮷沢英成理事長は「平生先生がつなぐ甲南遺伝子を大切にしていきた
い」と挨拶しました。式の最後には、ご列席の卒業生のみなさんも大きな

声で懐かしの学園歌を歌われていました。

※10月3日現在、官報告示後に決定思い出話に花が咲いた昼食会

左奥は大西英之三原市副市長（S57法卒）
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加古川『知』を結ぶプロジェクト
～行政･大学･地域メディアによる
　地域の課題解決～

　甲南大学と加古川市は神戸新聞社の橋渡し

によって、2016年度から「加古川『知』を結ぶプ

ロジェクト ～行政・大学・地元メディアによる地

域の課題解決～」と銘打って、連携事業を行っ

てきました。このプロジェクトは、加古川市内の

企業が抱えるさまざまな課題をテーマにゼミ単

位で調査研究を行い、解決策を提案するもので

す。これらの取り組みを機に、5月24日、加古川

市と甲南大学は連携協力に関する協定を締結

しました。今後は連携をより強化し、さまざまな

事業を通じて地域連携を積極的に推進してい

きます。

広島県と「就職支援協定」を締結 
　3月21日に締結された就職支援協定は、学生と県内企業のマッチング支援のみな

らず、新たな試みとして、地域連携推進に関する項目が盛り込まれています。なお、

県外自治体との就職支援に関する協定締結は、今回が初めてのことになります。

『甲南大学古本募金』がスタート！

硬式野球部が1部昇格！

　不要になった本で母校を支援できます。読み終えた本や

DVDなどを5点から送料無料で集荷し、リユースを目的に

換金して、その換金額が甲南大学に寄付される仕組みで

す。申込受付から集荷、査定・寄付金額の報告および送金

は『古本募金きしゃぽん』（運営：嵯峨野株式会社）に委託し

ています。きしゃぽんからも1件のお申し込みにつき100円

の協賛募金を査定額に追加して甲南大学に寄付されます。

　「みなさまが大切にされてきた品を1点ずつ査定して適切

にリサイクルし、みなさまとご一緒に甲南大学を応援してま

いります。きしゃぽんより」

朝日新聞社社長を迎え
メディアを考える公開講演会を開催
　6月24日、岡本キャンパスにて、朝日新聞社の渡辺雅隆社長を

お迎えして、第66回総合研究所公開講演会を開催。学生ほか約

200名が参加する中、基調講演では、「朝日新聞と大学の連携で

未来をつくる」と題して渡辺社長にご講演いただいた後、長坂悦敬

学長との対談形式で

「デジタル時代におけ

るマスメディアと大学

の連携」というテーマ

のもと、意見交換を行

いました。

日経ウーマノミクスフォーラムに
川内講師と院生が登壇
　5月29日、グランキューブ大阪にて「ダイバーシティ研究環境整

備と女性研究者の未来～国内女性研究者初 ノーベル賞受賞者育

成を目指して～」が開催され、フロンティアサイエンス学部川内敬

子講師がパネル討論会に登壇。フォーラム後には、同研究科博士

課程2年次の石川真実さんが参加者の前でスピーチを行いました。

ますます広がる甲南大学と地域の連携
新しいプロジェクトが続々と始動

学園史資料展示室をリニューアルオープン！
　平生釟三郎の生涯の功績および甲南学園100

年のあゆみを岡本キャンパス1号館1階に展示してい

ます。学園のルーツである旧制甲南高等学校を重要

なテーマとして位置づけ、初公開となる貴重な資料

も展示しています。

　連携の一環として広島県三原市の課

題解決に取り組む「観光戦略プラン企画

提案プロジェクト」が始まりました。8月に

は有志学生17名が参加しフィールドワー

クを実施。三原市役所のみなさんのご協

力も得ながら、市内を見学・調査しました。

現在は調査結果を基に、企画の立案を進

めており、最終的には12月に三原市長へ

プレゼンテーションを行う予定です。

三原市観光戦略プラン
企画提案プロジェクト

「第5回サロン・ド・コーナンOB展」が開催
　5月23日から28日まで、西宮市立北口ギャラリーで美術部OB会による「第5回サロン・ド・

コーナンOB展」が行われました。2008年にOB会が発足し、翌年に第1回、それ以降は隔年で行

われています。さまざまな年代の卒業生が描く作品は油彩を中心に構成され、サイズは大きいも

ので2m以上あるものも。OB会の立ち上げに奔走し、現幹事長でもある佐々木敬二さん（S39済

卒）は、「会の立ち上げは難しいと先輩に言われたが、絵を描きたい、展覧会をしたい、という思い

で走り回った。出展する作品は大きなしばりもなく、みんな自由に好きなものを描いている。互い

に刺激し合い、楽しい会にしていきたい」と感慨深げに語りました。

　5月26日・27日に行われた阪神大学野球連盟1部入替戦で追手

門学院大学に2試合連続で勝利をおさめ、4期ぶりの1部昇格を果

たしました。近年、入部希望者が大幅に増加し、現在はスタッフを含

め140名を超える大所帯に。選手層も厚くなったチームに谷口監督

は「目標である神宮

球場での全国大会

出場をめざし、さら

なるレベルアップを

図りたい」と意気込

みを語りました。

ゴルフ部が1部昇格！
　5月11日・12日に行われた平成29年度関西学生男子春季2・3
部校学校対抗戦で優勝し、1部昇格を果たしました。優勝した同
部は、関西学生男子春季1部校学校対抗戦へ出場し、6位となりま
した。残念ながら、第54回全国大学ゴルフ対抗戦への出場は逃し
ましたが、秋シーズ
ンを1部で戦うゴル
フ部の活躍に今後
も注目！

100周年に向けての気運高まる
　2019年4月の学園創立100周年に向け、岡本

キャンパス正門入口のデジタルサイネージでカウン

トダウンを開始したほか、記念サイトも立ち上げてい

ます。さらなる100年に向かう新たなスタートライン

へと、着実に時を刻んでいきます。

TEL: 0120-29-7000（9時～18時）

HP：

平日：9：00～17：00
土曜：9：00～13：00

お申し込み
お問い合わせ

開室時間

甲南大学 古本募金
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1
年
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
研
究
に
取
り
組
む「
E

-

S
tu
dy
」は
、中
学
校
か
ら
始
ま
る
情
報

活
用
教
育
の
集
大
成
で
す
。そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、「
テ
ー
マ
設
定
と
情
報
収
集
を
行
い
、ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を

考
え
る
1
学
期
」「
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
計
画
・
実
施
し
、レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
す
る
2
学
期
」、「
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
に
よ
る
資
料
を
用
い
た
発
表（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）と
レ
ポ
ー
ト
の
最
終
稿
を
提
出
す
る
3
学

期
」に
大
き
く
分
か
れ
ま
す
。本
格
的
な
過
程
を
経
る
だ
け
に
、い
ず
れ
劣
ら
ぬ
力
作
ぞ
ろ
い
。高
校
生

な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
と
旺
盛
な
探
究
心
が
垣
間
見
え
る
優
れ
た
作
品
が
数
多
く
生
ま
れ
て
い
ま

す
。そ
の
中
か
ら
今
回
は
、学
外
で
も
高
い
評
価
を
受
け
た
二
人
の
研
究
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

自
ら
興
味
に
迫
る
知
の
冒
険

「
な
ぜ
」「
な
に
」を
探
究
し
て

大
き
く
成
長
す
る

TOP!CS

高 中
K O N A N  B O Y ’ S
H I G H  S C H O O L

4
つ
の「
E
」の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て

自
己
を
発
見
し
、互
い
を
啓
発
す
る

　
自
ら
興
味
あ
る
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
自
由
に
探
究（
E
x
p
l
o
r
e
）す
る

「
E

_
S
t
u
d
y
」。そ
の
舞
台
は
、学
内
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。全
員
が
自
分
で

ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
り
、現
地
に
足
を
運
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
挑
戦
。貴
重

な
経
験（
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
）の
数
々
が
、彼
ら
の
知
的
好
奇
心
と
人
間
力
を

た
く
ま
し
く
育
み
ま
す
。さ
ら
に
探
究
の
成
果
は
他
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
発
表（
E
x
p
r
e
s
s
）を
経
て
、互
い
を
啓
発
し
合
う
意
見
交
換 

（
E
x
c
h
a
n
g
e
）へ
…
。こ
の
よ
う
に
4
つ
の「
E
」の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て

甲
南
教
育
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る「
世
界
に
通
用
す
る
紳
士
」た
る
総
合
力
を
養
成
し

て
い
る
の
で
す
。甲
南
に
「
E

_

S
t
u
d
y
」が
誕
生
し
て
今
年
で
14
年
。時
間
を

か
け
て
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、生
徒
の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
的
確
な
ヒ
ン
ト

を
与
え
る
教
師
陣
の
熟
練
し
た
指
導
と
な
っ
て
結
実
。一
人
ひ
と
り
の
潜
在
力
を
引

き
出
し
開
花
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

※
第
三
セ
ク
タ
ー
と
は
、地
域
開
発
を
中
心
と
す
る
事
業
を
行
う
た
め
、

　

国
や
地
方
自
治
体
と
企
業
が
共
同
出
資
し
設
立
さ
れ
る
企
業
体
。

倉敷チボリ公園は、なぜ閉鎖に追い込まれたのか
祖父の経験とフィールドワークから、未来を構想する

「第20回図書館を使った調べる学習コンクール」

優秀賞・毎日新聞社賞を受賞

教わるのではなく、
自ら探究する

Konan E-Study

E-Study
イースタディ

Experience
体 験

Exchange
交 流

Expression
表 現

Exploration
探 究

志鷹 依蕗さん

SHITAKA  IBUKISHITAKA IBUKISSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSHHHHHIITTAAKKAA IIBUKI

甲南高等学校 三年
し た か い ぶ き

花田 輝充さん

MITSUHHHHHAAAAAANNNNNAAADDA TERUM

甲南高等学校 三年
は な だ て る み つ

　

最
初
は
、テ
ー
マ
パ
ー
ク
へ
の
漠
然
と
し

た
好
奇
心
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
図
書
館
で
文
献
を
調
べ
て
い
く
う
ち

に「
第
三
セ
ク
タ
ー
」と
い
う
こ
と
ば
が

度
々
登
場
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。

「
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
ほ
う
が
い
い
」と
い
う

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、祖
父
に
話
を

聞
い
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。祖
父
は
、

2
0
0
8
年
に
閉
園
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー

運
営
の
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
で
最
後
の
社
長

を
務
め
た
人
で
す
。ふ
だ
ん
は
仕
事
の
話

を
し
な
い
祖
父
で
す
が
当
時
の
新
聞
・
雑

誌
記
事
を
渡
し
て
く
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
話
か
ら
見

え
て
き
た
の
は
、公
共
と
し
て
の
行
政
と
利

潤
を
求
め
る
企
業
が
衝
突
す
る
第
三
セ
ク

タ
ー
と
い
う
事
業
体
の
限
界
。両
者
の
狭

間
で
闘
っ
た
祖
父
の
苦
労
が
わ
か
り
、改
め

て
祖
父
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

祖
父
が
語
っ
て
く
れ
た

第
三
セ
ク
タ
ー
の
本
質

　

そ
の
後
、行
政
の
実
際
に
触
れ
る
た
め

に
西
宮
市
役
所
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

調
査
へ
。一
人
で
訪
問
す
る
た
め
緊
張
し
ま

し
た
が
、都
市
計
画
課
の
方
は
温
か
く
迎

え
て
く
だ
さ
り
、市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。こ
の

と
き
に
知
っ
た
同
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
事
業
が
ヒ
ン
ト
と
な
り
、地
域
住
民
を

主
体
に
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
し
い
地

域
運
営
の
仕
組
み「
第
四
セ
ク
タ
ー
」を
構

想
し
ま
し
た
。「
第
四
セ
ク
タ
ー
」と
い
う
造

語
を
用
い
て
未
来
を
見
つ
め
た
姿
勢
が

「
第
20
回
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習

コ
ン
ク
ー
ル
」の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。こ
の
研
究
を
通
じ
て
経
営

者
と
し
て
の
祖
父
に
触
れ
る
貴
重
な
経
験

が
で
き
ま
し
た
。地
域
の
活
性
化
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
夢
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と

も
大
き
な
収
穫
で
す
。

研
究
の
向
こ
う
に
見
え
た

「
な
り
た
い
自
分
」

日本の家庭から急須はなくなってしまうのか
煎茶を気軽に楽しむ新プロジェクトを提案

「マイプロジェクトアワード2017」

全国30組中、兵庫県から唯一出場

　

私
は
、小
笠
原
流
煎
茶
道
家
元
嗣
の
父

に
指
導
を
受
け
、小
学
生
対
象
の
教
室
な

ど
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
急
須
を
知
ら
な
い
子
ど
も
の
増
加

に
気
づ
き
、「
日
本
の
家
庭
か
ら
急
須
は
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
」を
テ
ー
マ
に
研

究
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。先
生
に「
君
だ

か
ら
で
き
る
研
究
だ
」と
背
中
を
押
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
も
励
み
に
な
り
ま
し

た
。文
献
調
査
の
あ
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質

問
内
容
を
考
え
、各
地
の
教
室
で
20
代
か

ら
70
代
ま
で
の
約
3
0
0
人
に
調
査
を
実

施
。そ
の
結
果
、「
急
須
で
お
茶
を
入
れ
る
」

は「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
を
飲
む
」よ
り

少
な
く
最
下
位
と
い
う
現
実
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
で
す
。調
査
結
果
の
集
計
・
分
析

に
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、数
字
に
よ
っ
て

客
観
的
に
現
実
を
見
る
大
切
さ
を
知
り
、

そ
の
面
白
さ
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
た

急
須
が
直
面
す
る
現
実

　

そ
の
後
、京
都
の
陶
芸
家
を
訪
ね
て
急

須
に
込
め
た
思
い
を
聞
き
、繊
細
な
煎
茶

文
化
を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
が
深
ま
り

ま
し
た
。日
本
の
伝
統
を
つ
な
ぐ
た
め
に

若
い
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
。い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
考
え
た
結
果
、相
談
者

と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る「
日
本
茶
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」と
、好

み
の
茶
葉
ブ
レ
ン
ド
や
茶
器
を
楽
し
め
る

「
茶
葉
倶
楽
部（
チ
ャ
バ
ク
ラ
）」と
い
う
新

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
。学
内
の
発
表
会

で
発
想
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
評
価
さ
れ
、そ

の
後
、応
募
し
た
全
国
の
高
校
生
が
集
う

「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ワ
ー
ド
」で
も
全

国
大
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る

チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。大
舞
台
に

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、こ
の
経
験
以
来
、

何
ご
と
に
も
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
舞
台
に
ド
キ
ド
キ

何
ご
と
に
も
積
極
的
に
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It's  KONAN

SSSttyyyle

さまざまな分野の
第一線で活躍する卒業生

　

パ
リ
を
拠
点
と
し
て
世
界
を
舞
台
に
、演
出
家
・
俳
優
と
し
て
活
躍

す
る
笈
田
ヨ
シ
さ
ん
。2
0
1
7
年
1
月
に
は
、日
本
で
初
め
て
演
出

を
手
が
け
た
オ
ペ
ラ『
蝶
々
夫
人
』が
、東
京
、大
阪
、石
川
、群
馬
に
て

上
演
さ
れ
、話
題
を
呼
び
ま
し
た
。35
歳
で
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
後
、人

生
の
半
分
以
上
を
海
外
で
過
ご
し
、84
歳
と
な
っ
た
今
も
第
一
線
で
活

躍
す
る
笈
田
さ
ん
に
、甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
時
代
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Profile
本名飯田好男。1933年、兵庫県神戸市生ま

れ。パリ在住の演出家・俳優。新開地で歌舞

伎や剣劇などを観たことがきっかけで芝居に

興味をもつ。甲南高等学校・中学校卒業後、

慶應義塾大学に進学し、在学中に文学座に

入団。劇団四季を経て1968年、ロンドンで

ピーター・ブルック演出『テンペスト』に出演。

1970年、ブルックが設立したCIRT（国際演

劇研究センター）に参加し、中近東、アフリカ、

アメリカを訪問。以後、演出家、俳優として､

パリを拠点に海外で活躍。著書に『俳優漂流

（五柳書院、1989年）』。1992年フランス芸

術文化勲章シュバリエ受勲。2007年同オフィ

シエ、2013年同コマンドゥール受勲。

Yoshi Oïda

田ヨ
シ

ナビゲーター/
もっとさん と なんぼーくん
「岡本」のまちをもっともっと知りたい!
好奇心旺盛な女の子と、ご存知甲南
の公式キャラクター。

♪

私が気になった定番ベスト 3！

※こっぺぱんがなくなり次第閉店いたしますので
　早めに閉まることもあります。ご了承ください。

※価格は税込です。

粒あんバター
260 円

焼きそば
（ポテトサラダ入り）

290 円

コッペパン

苺ジャム＋
ホイップクリーム
240 円（190 円＋50円）

あんバター 焼きそそばば ャムム＋＋
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戦
争
で
神
戸
に
あ
っ
た
実
家
が
焼
け
、岡
山
の
知

り
合
い
の
家
に
身
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。当
時
、甲

南
に
息
子
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
が
事
業
家
の
ス
テ

イ
タ
ス
で
、父
は
事
業
家
で
し
た
か
ら
、私
を
甲
南

に
入
学
さ
せ
た
い
と
考
え
た
よ
う
で
す
。息
子
が
甲

南
に
入
っ
た
と
な
る
と「
立
派
な
家
、出
来
の
い
い

子
ど
も
」と
皆
が
思
い
ま
す
か
ら
。そ
の
た
め
小
学

生
の
と
き
に
岡
山
か
ら
六
甲
の
叔
母
の
家
に
預
け

ら
れ
、叔
母
の
家
で
試
験
勉
強
を
す
る
の
だ
け
れ

ど
、と
て
も
難
し
く
て
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。

同
時
に
、こ
ん
な
に
難
し
い
試
験
に
合
格
す
る
人
が

集
ま
っ
て
い
る
の
な
ら
相
当
厳
し
い
学
校
な
の
か

も
と
不
安
に
な
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。と
こ
ろ
が
入
学

し
て
み
る
と
、想
像
し
て
い
た
の
と
ま
っ
た
く
違

う
。自
由
な
気
風
に
溢
れ
て
い
て
、個
性
を
尊
重
す

る
校
風
が
根
づ
い
て
い
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
私
が
中
1
の
と
き
、舞
台
の
模
型
作
り

に
熱
中
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。困
り
果
て
た
母

が
父
母
会
で「
息
子
は
勉
強
を
せ
ず
に
模
型
ば
か
り

作
っ
て
い
て
困
っ
て
い
ま
す
」と

担
任
の
先
生
に
相
談
し
ま
し
た
。

後
日
、先
生
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た

の
で
す
が「
良
い
こ
と
だ
か
ら
続

け
な
さ
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

自
分
で
も
勉
強
せ
ず
に
母
を
困

ら
せ
て
し
ま
っ
た
と
恐
縮
し
て

い
た
の
で
、褒
め
ら
れ
て
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。

　

文
化
祭
の
と
き
に
は
、戯
曲
を
選
ん
で
芝
居
を
し

ま
し
た
。同
級
生
に
は
東
宝
の
名
誉
会
長
に
な
る
松

岡
功
君
が
い
て
、松
岡
君
は
お
祖
父
様
が
宝
塚
歌
劇

団
を
創
設
し
た
小
林
一
三
氏
で
す
か
ら
、衣
装
が
足

り
な
い
と
き
は
松
岡
君
に
頼
ん
で
借
り
て
楽
し
く

や
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、文
化
祭
が
終
わ
る
と
、先

生
が
私
を「
そ
こ
の
役
者
」と
呼
ん
で
く
だ
さ
っ
て
、

ス
タ
ー
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
甲
南
に
は
、ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
が
あ

る
先
生
方
が
そ
ろ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
先
生
方
で
す
か
ら
、教
科
書
よ
り
も
源
氏

物
語
や
仏
教
の
経
典
な
ど
、ご
自
分
の
研
究
を
も
と

に
授
業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。型
に
は
ま
ら
な
い
授

業
を
通
し
て
、単
な
る
教
科
学
習
を
超
え
て
、先
生

の
人
生
観
や
学
問
観
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
と
感

じ
ま
す
。そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、当
時
、旧
制
高
校
の

流
れ
を
汲
ん
だ
私
立
の
中
高
一
貫
校
は
甲
南
を
含

め
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た

め
先
生
方
は
高
校
生
に
教
え
る
よ
う
に
、中
学
生
に

も
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。先
生
の
姿
を
見

て
、知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
、同
時
に
好
き
な
こ

と
を
追
求
す
る
の
は
良
い
こ
と
と
知
り
ま
し
た
。

　

今
か
ら
思
う
と
、甲
南
に
は
平
生
先
生
の
理
念

て
い
て
は
何
も
わ
か
ら
な
い
し
、始
ま
ら
な
い
。役

者
と
し
て
演
出
家
と
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
国
を
訪

れ
、さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
多
様
な
文
化
を
も
っ
た

人
た
ち
と
仕
事
を
し
て
い
る
と「
こ
う
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
い
う
自
分
の
価
値
観
に
こ
だ

わ
っ
て
い
て
は
苦
し
く
て
何
も
で
き
な
く
な
る
と

知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、演
出
家
は
、演
者
や
技
術
者
な
ど
を
思
い

ど
お
り
に
動
か
す
の
が
仕
事
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、海
外
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
通
し
て
、そ
れ
は
誤

り
だ
と
知
り
ま
し
た
。皆
の
才
能
を
引
き
出
し
て

ス
パ
ー
ク
さ
せ
て
、観
る
人
を
感
動
さ
せ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
の
が
演
出
家
の
仕
事
な
の
で

す
。世
界
に
出
て「
こ
う
で
な
け
れ
ば
」な
ん
て
頑

固
に
思
っ
て
い
て
は
、そ
ん
な
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。国
籍
や
性
別
、経
歴
で
は
な
く
、自
分
も
相
手

も
一
人
の
人
間
。そ
れ
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
る
の

で
す
。要
す
る
に
、自
分
が
積
み
上
げ
て
き
た
も
の

や
経
験
を
捨
て
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
き
に
サ

ラ
ッ
と
捨
て
て
、あ
ら
ゆ
る
物
事
や
人
を
受
け
入

れ
る
心
の
広
さ
の
あ
る
こ
と
が
世
界
に
通
用
す
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
は
と
思
い
ま
す
。外
国
語
が

上
手
に
話
せ
る
か
ど
う
か
じ
ゃ
な
い
。こ
こ
は
間

「
個
性
の
尊
重
」が
浸
透
し
て
お
り
、だ
か
ら
こ
そ
自

由
な
気
風
が
あ
っ
た
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。で
す
か

ら
難
関
試
験
に
合
格
し
た
人
が
集
ま
っ
た
学
校
な

の
に
ガ
リ
勉
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、皆
、自
由
に
自

分
の
好
き
な
こ
と
に
邁
進
す
る
す
ば
ら
し
い
環
境

が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
入
学
後
、演
劇
部
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

に
入
り
ま
し
た
。当
時
は
、文
化
系
と
体
育
会
系
の

２
つ
の
部
に
所
属
す
る
の
が
当
た
り
前
。勉
強
と
文

化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
３
つ
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
感
じ
で
す
が
、中
高
一
貫
校
の
良
さ
は

部
活
動
で
も
感
じ
ま
し
た
。旧
制
高
校
時
代
の
学
生

が
い
た
た
め
、部
に
は
自
分
よ
り
7
年
も
年
長
の
先

輩
が
い
た
の
で
す
。そ
の
た
め
12
歳
の
私
が
19
歳
の

人
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
、汗
を
か
き
、学
ぶ
わ
け

で
す
。バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
練
習
は
、か
な
り

き
つ
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。ま
た
、演
劇
部

で
は
、先
輩
と
接
し
て
い
る
と
、大
人
に
な
っ
た
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
、

対
等
に
話
が
し
た
く

な
り
ま
し
た
。そ
ん
な

風
で
し
た
か
ら
中
2
の
と
き
に
は
、お
年
玉
で
坪
内

逍
遙
の『
ザ
・
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
全
戯
曲
』を
買
っ
て

読
破
し
た
り
、中
3
で
モ
リ
エ
ー
ル
、ト
ル
ス
ト
イ

に
つ
い
て
先
輩
と
議
論
し
て
い
ま
し
た
。年
長
者
と

と
も
に
過
ご
す
時
間
は
私
の
知
性
を
育
ん
で
く
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

6
年
間
、も
ち
ろ
ん
勉
強
も
し
ま
し
た
が
、好
き

な
こ
と
に
邁
進
し
て
い
た
ら
、芝
居
で
生
き
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
が
抑
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

両
親
は
大
反
対
。さ
す
が
の
先
生
も「
趣
味
で
や
れ

ば
良
い
。職
業
に
す
る
も
の
で
は
な
い
」と
ア
ド
バ

イ
ス
を
く
だ
さ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。今
の
時

代
、役
者
と
い
う
と
華
や
か
な
職
業
で
す
が
、当
時

は
、「
役
者
な
ん
て
…
」と
い
わ
れ
る
時
代
で
し
た
。

私
は
演
出
家
に
な
り
た
か
っ
た
の
で
、ま
ず
は
役
者

の
勉
強
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い
、周
囲
の
大
反
対
を

押
し
切
っ
て
、文
学
座
に
入
り
ま
し
た
。文
学
座
で

は
、三
島
由
紀
夫
さ
ん
や
杉
村
春
子
さ
ん
、芥
川
比

呂
志
さ
ん
と
い
っ
た
す
ば
ら
し
い
先
輩
方
か
ら
薫

陶
を
受
け
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
生
活
は
給
料
な
し
、

交
通
費
の
み
支
給
と
い
う
貧
乏
暮
ら
し
の
日
々
で

違
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

生
き
て
い
る
と
過
去
を
悔
や
ん
だ
り
、将
来
に
不

安
を
感
じ
た
り
す
る
も
の
で
す
。で
も
、過
去
は
済

ん
だ
こ
と
だ
し
、先
の
こ
と
は
誰
に
も
わ
か
ら
な

い
。私
は
今
、フ
ラ
ン
ス
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、昔

は
海
外
で
活
動
す
る
な
ん
て
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん

で
し
た
。先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、い
つ
の
日

か
死
ぬ
と
き
に「
素
敵
な
歴
史
を
刻
め
た
」と
思
い

た
い
か
ら
、一
瞬
、一
瞬
を
完
璧
に
過
ご
す
。そ
れ
で

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

役
者
道
な
ど
、よ
く「
道
」っ
て
言
い
ま
す
よ
ね
。

道
と
い
う
と
、目
的
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
延
び
て

い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、道
は
迷
う
た
め

に
あ
る
と
思
う
。迷
い
な
が
ら
、一
瞬
、一
瞬
を
完
璧

に
過
ご
す
。そ
の
積
み
重
ね
が
自
分
の
歴
史
に
な
る

の
で
す
。偏
狭
な
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
て
い
て
は
素

敵
な
歴
史
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

迷
っ
た
と
き
に
、選
択
肢
は
一
つ
し
か
な
い
と
思
う

し
た
。そ
れ
で
も
芝
居
の
道
に
進
ん
だ
の
は
、甲
南

で
の
6
年
間
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。人
生
の
最
も

ピ
ュ
ア
な
と
き
に
、部
活
の
先
輩
や
先
生
の「
演
劇

は
技
術
で
は
な
く
人
間
の
問
題
。演
劇
を
や
り
な
が

ら
、ど
こ
ま
で
演
劇
を
超
え
て
高
い
も
の
に
到
達
で

き
る
か
」と
い
う
こ
と
ば
が
心
に
突
き
刺
さ
り
、今

で
も
私
の
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
。文
学
に
親
し
み
、

演
劇
に
打
ち
込
み「
人
生
と
は
」「
演
じ
る
と
は
」と

い
っ
た
答
え
の
な
い
事
柄
に
挑
ん
だ
6
年
間
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、今
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

1
9
6
8
年
、35
歳
で
日
本
を
飛
び
出
し
、今
は

フ
ラ
ン
ス
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。か
れ
こ
れ
約
50
年

間
、海
外
に
身
を
置
い
て
い
る
の
で
す
が
、そ
の
経

験
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、名
刺
や
肩
書
き
が
な
く
て

も
平
然
と
し
て
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、世
界
で
通

用
す
る
か
ど
う
か
の
分
か
れ
目
だ
と
思
い
ま
す
。要

す
る
に「
国
籍
」「
性
別
」「
年
齢
」「
所
属
」と
い
っ
た

こ
と
を
、す
べ
て
捨
て
て
も
平
然
と
し
て
い
ら
れ
る

か
ど
う
か
。自
分
が
正
し
い
、当
た
り
前
と
思
っ
て

い
る
価
値
観
が
通
用
し
な
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ

る
。そ
れ
が
世
界
と
い
う
場
所
な
の
で
す
。

　

相
手
を
見
る
と
き
も
同
じ
で「
○
○
国
の
人
だ

か
ら
こ
う
だ
ろ
う
」と
い
う
先
入
観
に
と
ら
わ
れ

の
は
間
違
い
。い
つ
も
複
数
の
選
択
肢
が
あ
る
の
だ

け
れ
ど
、気
づ
か
な
い
の
は
自
分
の
視
野
が
狭
い
か

ら
で
す
。視
野
を
広
く
も
ち
、選
ん
だ
こ
と
に
全
力

で
取
り
組
む
。失
敗
し
た
っ
て
構
わ
な
い
。選
ば
な

か
っ
た
こ
と
は
体
験
で
き
な
い
の
だ
か
ら
ク
ヨ

ク
ヨ
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　

若
い
人
た
ち
で
夢
や
目
標
を
も
て
る
人
は
も
て

ば
良
い
し
、も
て
な
く
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。そ

ん
な
こ
と
は
ど
ち
ら
で
も
良
い
。一
瞬
、一
瞬
、質

の
良
い
時
間
を
過
ご
し
て
、自
分
の
歴
史
を
つ
く

る
の
だ
と
い
う
覚
悟
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
良
い
と
思

い
ま
す
。

A. 卒業アルバムより
A

C

E

D

B

F

H
G

C. 宝塚から衣装を借りて行われた
　 文化祭ではモリエールの
　 『人間嫌い』が演じられた（左端）

B. 友人たちを囲んで（真ん中上）

E. 文学座三島由紀夫演出
　 オスカー・ワイルド作『サロメ』
　 岸田今日子さんと

D. 35年近く続けている独り芝居
　『禅問答』（Interrogations）

F . フランス版小津安二郎『東京物語』

H. インタビュー時の表情
    （2017年2月撮影）

G. ピーター・ブルック演出
　 『TIERNO BOKAR』

自
由
な
気
風
の
甲
南
中
学
校
時
代

「
演
じ
る
」楽
し
さ
と
出
合
う

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
や
モ
リ
エ
ー
ル
な
ど
、

古
典
作
品
を
耽
読
し
、演
劇
に
没
頭

両
親
の
反
対
を
押
し
切
り
芝
居
の
道
へ

三
島
ら
に
薫
陶
を
受
け
た
文
学
座
時
代

道
は
迷
う
た
め
に
あ
る

目
的
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い

世
界
に
通
用
す
る
と
は
、先
入
観
に

と
ら
わ
れ
ず
心
を
広
げ
る
こ
と
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甲
南
大
学
同
窓
会
設
立

同
窓
会
誌「
甲
窓
」創
刊

同
窓
会
10
周
年
記
念
総
会

平
生
記
念
館（
同
窓
会
会
館
）

建
設
に
寄
付

同
窓
会
20
周
年
記
念
総
会
・

記
念
公
演

全
国
甲
南
会
を
開
始

同
窓
会
30
周
年
記
念
総
会

阪
神
淡
路
大
震
災
母
校
復
興

基
金
募
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー（
甲
南
大
学
）

同
窓
会
40
周
年
記
念
総
会

甲
南
大
学
同
窓
会

50
周
年
記
念

同
窓
会
と
甲
南
学
園
の
名
簿

一
元
化
完
了
。名
簿
の
共
同

利
用
開
始

甲
南
大
学
同
窓
会
設
立

60
周
年
記
念
事
業

﹇
大
学
同
窓
会
60
年
の
歩
み
﹈

1
9
5
7（
昭
和
32
）年

1
9
5
9（
昭
和
34
）年

1
9
6
7（
昭
和
42
）年

1
9
7
4（
昭
和
49
）年

1
9
7
7（
昭
和
52
）年

1
9
8
6（
昭
和
61
）年

1
9
8
7（
昭
和
62
）年

1
9
9
5（
平
成
7
）年

1
9
9
7（
平
成
9
）年

2
0
0
7（
平
成
19
）年

2
0
1
5（
平
成
27
）年

2
0
1
7（
平
成
29
）年

「
絆 

未
来
へ
!
」

　

卒
業
生
が
集
う
甲
南
大
学
同
窓
会
は
1
9
5
7（
昭
和
32
）年
に
設

立
さ
れ
、今
年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。会
員
数
は
約
10
万
1
5
0
0

人
を
数
え
、創
立
者
平
生
釟
三
郎
先
生
の
建
学
精
神
を
胸
に
、多
く
の
卒

業
生
た
ち
が
社
会
で
多
彩
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。甲
南
大
学
で
の
学
び

を
誇
り
に
、設
立
60
周
年
を
、未
来
に
つ
な
げ
る
新
た
な
旅
立
ち
の
年
に

し
よ
う
と
、「
祝
60
周
年 

絆 

未
来
へ
！
」を
テ
ー
マ
に
各
種
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。同
窓
生
を
は
じ
め
、現
役
学
生
の
み
な
さ
ん
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
、卒
業
生
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
、2
0
1
9
年
の
学
園
創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
て
、同
窓

生
と
現
役
学
生
と
も
に
母
校
発
展
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

”

“

活
動
の
輪
を
広
げ
る
同
窓
生
た
ち

甲
友
の 

絆 

を
訪
ね
て

Ⅴ

甲
南
学
園
創
立
1
0
0
周
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
連
載

甲
南
大
学
同
窓
会
が

▍設立60周年記念事業

10月15日（日）オール甲南の集い･
同窓会設立60周年記念祭
「甲南フェス in iCommons」開催
iCommons見学会、学園祭風のOB・OG・現役学生による
音楽祭、祝賀会など

各
地
の
甲
南
会
、気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

現
役
学
生
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す

［お気軽にお問い合わせください］

TEL：078-842-0357
ホームページ（http://www.e-konan.net/）でも、
各地の甲南会の活動をご紹介しています。

大学同窓会
事務局 

　

現
在
、国
内
に
は
東
北
か
ら

沖
縄
ま
で
29
の
甲
南
会
が
あ

り
ま
す
。総
会
を
は
じ
め
、新

年
会
や
忘
年
会
、グ
ル
メ
会
に

女
子
会
、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、バ

ス
ツ
ア
ー
な
ど
、地
域
ご
と
に

個
性
あ
ふ
れ
る
甲
南
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
出
会
い
や
発
見
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
で

し
ょ
う
。

　
「
世
界
に
通
用
す
る
紳
士
、

淑
女
た
れ
」と
い
う
平
生
釟
三

郎
先
生
の
教
え
ど
お
り
、甲
南

の
同
窓
生
は
世
界
中
で
も
活

躍
中
。ア
メ
リ
カ
、ア
ジ
ア
、オ

セ
ア
ニ
ア
に
６
つ
の
海
外
甲

南
会
が
あ
り
ま
す
。仕
事
や
留

学
な
ど
で
滞
在
す
る
時
、旅
行

で
訪
れ
る
時
な
ど
、異
国
で
の

交
流
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

甲
南
会
の
な
い
地
域
で
同

窓
生
が
集
う
企
画
や
、新
た

な
甲
南
会
結
成
も
大
歓
迎
。

居
住
地
や
勤
務
先
な
ど
に
限

ら
ず
、各
地
甲
南
会
へ
の
参

加
は
自
由
で
す
。興
味
の
あ

る
甲
南
会
を
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

設
立
60
周
年

iCommons新食堂に同窓会PRメニュー提供

同窓会バッジ、同窓会会員証の作製

60周年記念ワインの作製

各地甲南会で60周年祝賀会開催

60周年記念樹
モミの木をiCommons（正面付近）に植樹

60周年記念の記念広告を新聞に掲載
（日本経済新聞6月28日付朝刊）
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Co-operative Education
　

学
生
が
は
じ
め
て
企
業
と
出
合
う
場

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
あ
る
。こ

れ
は
夏
期
休
暇
中
な
ど
、１
〜
２
週
間

程
度（
最
近
は
1
日
だ
け
の
も
の
も
増
え

て
い
る
）企
業
で
実
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
が
、こ
れ
に
加
え
て
コ
ー
オ
プ

教
育（C

o-operative E
ducation

）制

度
も
あ
る
。短
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

が
企
業
側
主
導
の
無
報
酬
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
の
に
対
し
、大
学
主
導
の
コ
ー
オ

プ
教
育
で
は
大
学
が
企
業
の
た
め
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
運
営
し
、こ
れ
が
終

了
す
る
と
学
生
に
は
大
学
か
ら
単
位
が

与
え
ら
れ
、企
業
か
ら
は
就
業
し
た
分
の

報
酬
が
支
払
わ
れ
る
。特
に
学
生
に
と
っ

て
魅
力
的
に
見
え
る
こ
の
制
度
は
、ア
メ

リ
カ
を
中
心
に
広
ま
っ
て
い
る
が
、日
本

で
は
こ
れ
に
積
極
的
な
大
学
は
ま
だ
少

数
で
、模
索
段
階
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
コ
ー
オ
プ
教
育
」が
最
初
に
実
施
さ

れ
た
の
は
、ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ

大
学
で
明
治
39（
1
9
0
6
）年
の
こ
と

だ
が
、実
は
戦
前
の
日
本
で
も
こ
の
制

度
が
も
て
は
や
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。

そ
の
最
初
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
、川
崎

造
船
所
の
見
習
職
工
学
校「
川
崎
東
山

学
校
」で
あ
る
。

　

元
東
山
学
校
校
長
栗
林
三
郎
の
回
想

に
よ
れ
ば
、同
校
はC

o-operation 
System

と
い
う
ア
メ
リ
カ
式
教
育
法

の
長
所
の
み
を
大
幅
に
採
り
入
れ
、こ

れ
に「
教
育
の
本
旨
は
親
子
が
根
本
」と

い
う
私
の
信
念
を
加
え
た
も
の
で
、「
し

つ
け
」を
重
ん
じ
、「
知
識
の
切
り
売
り
」

を
避
け
、「
学
校
と
職
場
と
家
庭（
寮
）の

三
つ
を
結
び
つ
け
た
教
育
の
完
成
」を

目
指
し
た
学
校
で
あ
っ
た
。こ
の
学
校

は
社
会
的
評
価
も
極
め
て
高
く
、神
戸

一
中（
現 

神
戸
高
等
学
校
）よ
り
も
入
学

難
で
、競
争
率
は
10
倍
を
超
え
た（『
川

崎
東
山
学
校
の
こ
と
ど
も
』昭
和
32
年

5
月
13
日
）。

　

開
校
は
昭
和
11（
1
9
3
6
）年
4
月

1
日
、平
生
が
文
部
大
臣
に
な
っ
て
1
週

間
後
の
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
ま
で
彼
は
川

崎
造
船
所
の
社
長
・
会
長
で
、同
時
に
甲

南
高
等
学
校
校
長
・
理
事
長
で
も
あ
っ

た
か
ら
、見
習
職
工
の
採
用
と
教
育
に

は
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

　

す
で
に
昭
和
2
年
3
月
、平
生
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
実
力
本
位
の
社
員
採
用

法
に
つ
き
て
」で
、日
本
の
会
社
や
官
庁

は
学
生
の
採
用
に
あ
た
っ
て
、「
実
力
を

本
位
と
せ
ず
単
に
学
校
の
資
格
と
か
学

業
の
成
績
を
第
一
」と
し
て
い
る
。つ
ま

り「
正
札
」し
か
見
て
い
な
い
の
に
対
し
、

ア
メ
リ
カ
は
完
全
な
実
力
主
義
で
あ

る
。例
え
ば
、自
動
車
王
フ
ォ
ー
ド
の「
使

用
人
採
用
法
」に
よ
れ
ば
、採
用
に
際
し

て
は「
自
分
は
人
の
履
歴
を
雇
ふ
の
で
な

く
人
を
求
む
る
の
で
あ
る
。そ
れ
故
自

分
の
工
場
で
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
修

学
し
た
人
で
も
監
獄
に
居
っ
た
人
で
も

同
じ
く
採
用
す
る
」と
。

　

昭
和
8
年
3
月
、平
生
は
倒
産
の
淵

に
あ
っ
た
川
崎
造
船
所
の
再
生
を
託
さ

れ
て
社
長
に
な
る
。会
社
再
建
と
い
う

厳
し
い
環
境
の
中
で
、彼
は
昭
和
9
年

上
期
の
株
主
総
会
で
、「
工
場
の
労
務
員

は
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
建
築
に
於
け
る
基
礎

工
事
」で
あ
り
、「
工
場
を
し
て
従
業
員

の
安
住
の
地
た
ら
し
め
る
こ
と
」を
最
大

の
目
標
に
し
、川
崎
病
院
建
設
構
想
を

打
ち
上
げ
、昭
和
11
年
1
月
に
は
開
院

に
こ
ぎ
つ
け
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
工
場
を
下
か
ら
支
え

る
職
工
養
成
に
問
題
は
な
か
っ
た
の

か
。現
行
の
見
習
職
工
制
度
を
見
る
と
、

工
業
高
校
卒
の
定
着
率
は
極
め
て
悪
く

3
分
の
1
、工
場
で
基
幹
を
担
う
べ
き

高
等
小
学
校
卒
は
夜
間
学
校
に
通
っ
て

は
い
る
が
、昼
間
の
仕
事
の
疲
れ
で
全

く
効
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
。

　

平
生
の
発
意
を
受
け
て
、こ
の
状
況

を
根
本
的
に
改
善
す
べ
く
、福
利
課
長 

大
塚
好
を
中
心
に
改
革
案
が
練
り
上
げ

ら
れ
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、川
崎
造
船
所

に「
昼
間
工
業
学
校
」を
新
設
し
、約

6
0
0
人
の
生
徒
を
二
つ
に
分
け
て
1

週
間
ご
と
に
、A
組
は
工
場
で
実
際
の

仕
事
を
見
習
わ
せ
、B
組
は
学
校
で
必

要
な
学
科
お
よ
び
実
験
を
修
習
さ
せ

る
。こ
れ
に
よ
っ
て「
川
崎
式
に
教
育
せ

る
専
属
の
見
習
工
を
得
、其
中
の
優
秀

な
る
も
の
に
漸
次
役
付
職
工
た
る
の
地

位
を
与
ふ
る
こ
と
と
せ
ば
、将
来
川
崎

造
船
所
所
属
の
職
工
の
仕
事
へ
の
取
組

み
は
一
新
さ
れ
る
だ
ろ
う
」と（『
平
生

日
記
』昭
和
9
年
11
月
16
日
）。

　

平
生
は
昭
和
10
年
4
月
初
め
か
ら
10

月
末
ま
で
経
済
使
節
団
長
と
し
て
ブ
ラ

ジ
ル
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
の
で
、こ
の
新
学
校
構
想
は
鋳
谷
正
輔

専
務
に
委
ね
ら
れ
る
。そ
の
概
要
が
神

戸
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
の
は
同
年
7
月

18
日
で
あ
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、校
名
は

「
川
崎
東
山
学
校
」で
、そ
れ
の
最
も
革

新
的
な
点
は「
勉
強
し
な
が
ら
働
く〝
連

携
制
度
〞を
採
用
」し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。す
で
に
ア
メ
リ
カ
で
実
験
済
み
の
こ

の「
コ
オ
パ
レ
ー
チ
ブ・シ
ス
テ
ム（
連
携

制
度
）」は
、日
本
で
は
ま
だ
文
献
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、「
川
崎

造
船
所
に
よ
っ
て
初
め
て
輸
入
さ
れ
、そ

の
成
果
如
何
は
今
後
の
実
業
青
年
教
育

の
実
際
に
少
な
か
ら
ぬ
衝
撃
を
与
え
る

も
の
と
期
待
」さ
れ
て
い
る
。

　

東
山
学
校
は
予
定
通
り
昭
和
11
年
4

月
1
日
に
開
校
さ
れ
る
。平
生
は
3
月

25
日
に
廣
田
内
閣
の
文
部
大
臣
と
な

り
、川
崎
造
船
所
会
長
を
退
く
が
、4
月

2
日
、東
京
朝
日
新
聞
に「
平
生
文
相
の

手
土
産  

〝
よ
く
働
き
よ
く
学
べ
〞  

学

校
・
工
場
コ
ン
ビ
の
新
式
で
生
ま
れ
た

『
東
山
学
校
』」と
い
う
記
事
が
大
き
く

掲
載
さ
れ
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、こ
の
学
校
は
平
生

文
相
の「
教
育
に
対
す
る
抱
負
経
綸
の

一
端
を
示
す
新
し
い
試
み
」で
、生
徒
は

全
員
学
校
と
同
一
敷
地
に
あ
る
寄
宿
舎

で
共
同
生
活
を
し
て「
し
つ
け
」を
身
に

つ
け
さ
せ
、し
か
も
高
等
小
学
校
卒
は

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、こ
の
見
習
を

在
学
中
に
す
る
方
が
よ
り
効
果
的
だ
と

考
え
た
こ
と
が
発
想
の
原
点
で
あ
っ

た
。彼
の
こ
の
産
学
連
携
方
式
は
、そ
の

応
用
と
し
て
フ
ォ
ー
ド
工
場
で
は
少
年

達
が
賃
金
を
得
て
工
場
で
働
き
な
が
ら

勉
強
も
で
き
る「
フ
ォ
ー
ド・ト
レ
ー
ド・

ス
ク
ー
ル
」を
生
み
出
す
。

　

フ
ォ
ー
ド
工
場
を
視
察
し
、シ
ン
シ

ナ
テ
ィ
大
学
で
コ
ー
オ
プ
教
育
を
実
際

に
見
て
き
た
大
塚
好
は
、東
山
学
校
が

「
コ
ー
ポ
レ
イ
テ
ィ
ヴ
・
シ
ス
テ
ム
の
本

質
で
あ
る
と
こ
ろ
の
学
校
が
事
業
会

社
と
提
携
を
し
て
教
育
を
生
か
す
と

云
ふ
や
う
な
方
法
で
は
な
い
」、む
し
ろ

「
フ
ォ
ー
ド
氏
の
ト
レ
ー
ド
・
ス
ク
ー
ル

を
真
似
た
」も
の
だ
と
明
言
す
る
。同

校
が
コ
ー
オ
プ
教
育
制
度
と
同
一
視
さ

れ
る
こ
と
に
忸
怩
た
る
も
の
を
感
じ
て

い
た
の
だ
ろ
う（
大
塚
好『
工
場
生
活
と

少
年
の
教
育
』錦
正
社 

昭
和
14
年
）。

　

だ
が
、平
生
の「
実
力
本
位
」論
で
高

く
評
価
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ド
式
採
用
法
か

ら
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
コ
ー
オ
プ
教
育
制

度
が
創
案
さ
れ
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に

フ
ォ
ー
ド
・
ト
レ
イ
ド
・
ス
ク
ー
ル
が
生

ま
れ
、川
崎
で
そ
れ
を
真
似
て
設
立
さ

れ
た
東
山
学
校
が
戦
前
の
日
本
型
コ
ー

オ
プ
教
育
制
度
と
し
て
定
着
し
て
い
っ

た
の
は
、歴
史
の
妙
味
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か
。

　

21
世
紀
の
今
、日
本
の
大
学
で
も

コ
ー
オ
プ
教
育
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、実
の
あ
る
日
本
独
自
の
連
携
方
式

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

4
年
制
で
あ
る
。工
場
と
学
校
を
連
携

さ
せ
る
こ
の
方
式
は「
今
全
米
に
普
及

し
つ
つ
あ
る
新
し
い
産
業
教
育
の
試
み
、

す
な
わ
ち『
コ・オ
パ
レ
イ
テ
ィ
ヴ・シ
ス

テ
ム
』」を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、こ
れ
に

よ
っ
て
生
徒
は
工
場
で
働
き
な
が
ら「
実

際
に
必
要
な
学
問
は
何
か
」を
学
び
、卒

業
ま
で
に「
自
己
の
適
性
」を
発
見
し
、

「
最
高
度
の
能
率
あ
る
産
業
人
」を
生
み

だ
す
仕
組
み
で
あ
る
。

　

こ
の
新
聞
記
事
以
降
、東
山
学
校
方

式
が
評
判
と
な
り
、コ
ー
ポ
レ
イ
テ
ィ

ヴ・シ
ス
テ
ム
は
同
校
と
一
体
の
も
の
と

し
て
理
解
さ
れ
る
風
潮
が
生
ま
れ
る
。

さ
き
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
栗
林
三

郎
は
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ

て
い
る
。「
全
国
の
大
会
社
の〝
見
習
工

教
育
〞は
大
部
分
が
東
山
学
校
の
方
式

を
模
倣
し
ま
し
た
。新
潟
鉄
工
所
が
初

め
て
見
に
来
て
非
常
に
感
心
し
て
ソ
ッ

ク
リ
そ
の
侭
真
似
た
。新
潟
鉄
工
所
が

う
ま
く
い
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、あ
の
辺

り
の
県
が
全
部
真
似
た
。余
り
全
国
的

に
評
判
に
な
っ
た
の
で
各
府
県
か
ら
毎

日
毎
日
参
観
に
来
ら
れ
て
取
扱
い
に
実

の
処
悲
鳴
を
あ
げ
ま
し
た
」。

　　

と
こ
ろ
で
東
山
学
校
方
式
は
真
の

コ
ー
オ
プ
教
育
制
度
と
言
い
得
た
の

か
。こ
の
制
度
の
発
案
者
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー

に
よ
れ
ば
、ア
メ
リ
カ
で
は
大
学
を
卒

業
す
る
と
、2
年
間
は
見
習
職
工
に
な

東山学校全景（出典：『川崎造船所 四十年史（昭和11年）』）

『平生釟三郎日記』第一巻～第十五巻を
刊行しました。12月には、第十六巻を刊
行予定です。定価は各巻20,000円（税
抜）ですが、甲南学園関係者の方（卒業
生、在学生、ご父母、教職員等）は10,000
円（税抜）でご購入いただけます。

ご注文･ご購入に関するお問い合わせ

Te l . 078-441-7901
Fax.078-441-7915

TSUTAYA BOOKSTORE
甲南大学 学友会館

東山学校を背に建つ平生釟三郎像
作者は坂本龍馬像で著名な本山白雲（出典：同）

訂正：No.51 P26 同シリーズ 「平生釟三郎と訪伯経済使節団」
　　 上から2段目 後ろから12行目　【誤】「住友商事」 →  【正】「住友合資会社」 

ま
ま
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よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

﹇
平
成
29
年
7
月
1
日
現
在
﹈

新
任
教
職
員
紹
介

平
成
29
年
度

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

﹇
平
成
29
年
7
月
6
日
現
在
﹈

退
任
教
職
員
紹
介

平
成
28
年
度

経済学部

平成29年3月31日付
杉村 芳美  教授

マネジメント創造学部

平成29年3月31日付
井上 明  教授

管財部

平成29年3月31日付
中山 隆司  専任職員

経済学部

平成29年3月31日付
小林 均  教授

高等学校・中学校

平成29年3月31日付
小笠原 啓次  教諭

マネジメント創造学部

平成29年3月31日付
渡邉 敏生  准教授

キャリアセンター

平成29年3月31日付
叶 かずよ  専任職員

管財部

平成29年7月6日付
松本 吉隆  専任職員

法学部

平成29年3月31日付
安西 敏三  教授

法科大学院

平成29年3月31日付
丸山 敦裕  教授

理工学部・知能情報学部事務室

平成29年3月31日付
横山 浩二  専任職員

学生相談室

平成29年4月1日付

［専門分野］ 心理相談学

青木 健次  特任教授

共通教育センター

平成29年4月1日付

［専門分野］ アクティブラーニング

武田 佳久  特任准教授

マネジメント創造学部

平成29年4月1日付

［専門分野］ Multicultural and
　　　　　 global education

GRAHAM Floyd H.  特定任期教員

国際言語文化センター

平成29年4月1日付

［専門分野］ TBLT
　　　　　 Psycholinguistics

STRINGER Thomas J.  特定任期教員

国際言語文化センター

平成29年4月1日付

［専門分野］ EFL、CLIL、
                   Critical Thinking

MERTENS Craig W.  特定任期教員

マネジメント創造学部

平成29年4月1日付

［専門分野］ 教育工学、情報教育

谷口 るり子  教授

経済学部

平成29年4月1日付

［専門分野］ 公共経済学

中川 真太郎  教授

法学部

平成29年4月1日付

［専門分野］ 日本政治思想史

尾原 宏之  准教授

経済学部

平成29年4月1日付

［専門分野］ 租税法

竹内 綱敏  特任教授

高等学校・中学校

平成29年4月1日付

［専門分野］ 理科（地学）

松山 寛  教諭

高等学校・中学校

平成29年4月1日付

［専門分野］ 英語

山本 純平  教諭

高等学校・中学校

平成29年4月1日付

［専門分野］ 数学

中道 浩  特任教諭

高等学校・中学校

平成29年4月1日付

［専門分野］ 英語

ROSE Adrian  外国人英語担当契約教員

フロンティア研究推進機構事務室

平成29年2月1日付

［資格・特技］ 第一種冷凍機械
                     責任者、馬術

山中 謙司  専任職員

総務部人事課

平成29年3月1日付

［資格・特技］ 陸上競技

浮氣 統一  専任職員

監査部

平成29年4月1日付

［資格・特技］ 公認内部監査人
                     宅地建物取引士

上田 勝弘  専任職員

経済・法・経営学部合同事務室

平成29年4月1日付

［資格・特技］ 卓球・旅行

畑 奈津季  専任職員

キャリアセンター

平成29年4月1日付

［資格・特技］ 野球

山口 晴也  専任職員

管財部

平成29年4月1日付

［資格・特技］ 合唱・天体観測

山﨑 寛希  専任職員

入試センター

平成29年4月1日付

［資格・特技］ 競馬・読書

五十嵐 真樹  専任職員

法科大学院事務室

平成29年4月1日付

［資格・特技］ 旅行・読書

中島 隆之  専任職員

財務部

平成29年5月1日付

［資格・特技］ サックス、ドライブ、
　　　　　   筋トレ

小市 洋一  専任職員

経営企画室

平成29年4月1日付

［資格・特技］ 陸上ホッケー

新美 太基  専任職員

財務部

平成29年4月1日付

［資格・特技］ 華道、ダンス

南賀 有美  嘱託職員

図書館事務室

平成29年4月1日付

［資格・特技］ 司書、美容師免許、
                    リタッチ

若竹 園美  嘱託職員

経済・法・経営学部合同事務室

平成29年4月1日付

［資格・特技］ 声楽

大友 薫  嘱託職員

キャリアセンター

平成29年7月1日付

［資格・特技］ ホットヨガ、
                     映画鑑賞

吉塚 里夏  嘱託職員

理工学部・知能情報学部事務室

平成29年7月1日付

［資格・特技］ 絵を描くこと、
                     映画鑑賞

丸山 愛梨沙  嘱託職員

理工学部・知能情報学部事務室

平成29年7月1日付

［資格・特技］ 手芸

浜西 桜子  嘱託職員

西宮キャンパス事務室

平成29年7月1日付

［資格・特技］ 旅行

橿尾 恵里  嘱託職員

INFORMATION

学生時代と合わせると47年間、人生の
70%を「甲南」で過ごさせていただきまし
た。職員になってからは、色々な部署で貴
重な体験をさせていただき、職場の先輩・
後輩達の支えのお陰で、なんとか定年ま
で勤め上げることができ、感慨無量です。
甲南学園100周年事業であるiCommons
等が軌道に乗り、甲南学園が活性化され
ることを願って止みません。

12年間お世話になりました。皆様の温
かいお力添えにより、充実した時間を
過ごすことが出来ました。キャリアセン
ターのみの職員生活でしたが、多くの
学生と接し、多くの事を学ばせていた
だいたことに感謝します。今後の甲南
学園の益々のご発展と皆様のご活躍
をお祈り申し上げます。

甲南大学に入学して43年、学生時代
の約10倍の時間を職員として過ごし、
多くの学生を送り出してまいりました。
微力ながら少しは後輩の大学生活の
お手伝いができたかなと思っておりま
す。これからも心に残る充実した学生
時代を送れる大学であることを祈って
います。

5年間という短い間でしたが、充実し
た時間を過ごすことができました。特
に、励まされたのは学生の前向きな姿
勢でした。学生とともに過ごした時間
を宝物にして、今後も研究・教育活動
に邁進していきたいと思います。
ちょっとぐらいの無理を続けられると
うれしいのですが…。

昭和45年４月に教務部に配属され、その後さまざ
まな部署を経験させていただき、この3月末無事
退職を迎えることができました。その間、数多くの
先生方並びに職員の方にお世話なりました。本当
にありがとうございました。私は、甲南大学開学と
同じ昭和26年の生まれですので、本大学とともに
過ごしてこれたことを幸せに思います。最後にな
りますが、4月以降の甲南学園並びに甲南大学の
発展及び皆様方のご健康をお祈りしております。

英語教師として40年間、勤めて参りま
した。多くの将来性のある優しい生徒
たちと出会い、ともに学問を深めなが
ら楽しい有意義な学園生活を送るこ
とができました。最後に教職員の皆様
のおかげで無事に定年退職の日を迎
えられましたことを心よりお礼申し上
げます。

2009年に着任してからの８年間、皆様
には大変お世話になりました。特に教
務委員長を務めた６年ほどは、教職員
の方々に支えられ、多くのことを教え
ていただきました。皆様から学ぶべき
ことがまだあるかと思うと、後ろ髪引
かれてなりません。今まで本当にあり
がとうございました。

キャンパスが整備された98年に赴任
し、グランドの一部に学生のための5
号館、松の木を最小限伐採してロース
クール、次いでCUBEとFIRST、17年9
月にはiCommonsと大学の変容・発
展とともに歩み、変わらぬもの、それは
大学の使命、教育と研究で世界に通
用する人材の育成と考えます。

少年老い易く学成り難し、三十数年間
の勤務を振り返っての実感です。自由
な知的共同体において高尚にして精
緻な内容を学生と学び合うことの喜
びを未だ覚めず池塘春草の夢で無
かったと想いつつも階前の梧葉已に
秋声です。改めて一寸の光陰軽んずべ
からずを肝に銘じている次第です。

15年間大変お世話になりました。
2009年のCUBE立ち上げ、それから
学部教育に深く関わることができた
のは私の一生の思い出とともに財産
となりました。真っ新な校舎に新入生
を迎えた日が昨日のようです。お世話
になったすべての皆様に深く御礼申し
上げます。今後益々の学園の発展を
祈願しています。

長きにわたって甲南で大学教育に携
われたことを誇りに思うとともに、感
謝の気持ちでいっぱいです。毎年新た
に迎える学生たちと接するなかで、私
自身も多くを学ぶことができました。
ありがとう！ 学園創立100周年に向
かい、甲南がますます輝きを増すこと
を願っています。

ハーバート 久代 特定任期教員
（国際言語文化センター）

DOWLING Tim G. 特定任期教員
（国際言語文化センター）

HARRIS William Robert 
外国人英語担当契約教員
（高等学校・中学校）

LONG Victoria H.
特定任期教員
（マネジメント創造学部）

このほか、
【教員】
藤井 大雅 特任助教
（先端生命工学研究所）

福留 留美 特任教授
（学生相談室）

も退職いたしました。

【職 員】
仁禮 義治 嘱託職員
（理工学部・知能情報学部事務室）

川西 裕子 嘱託職員
（理工学部・知能情報学部事務室）

山下 富美 嘱託職員
（教育学習支援センター事務室）

江藤 香 嘱託職員
（図書館・サイバーライブラリ事務室）

清沢 亜紀子 嘱託職員
（図書館・サイバーライブラリ事務室）

滝本 梨絵 嘱託職員
（キャリアセンター）

杉本 美由紀 嘱託職員
（財務部）
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甲
南
学
園
の
教
員
･
教
諭
と
卒
業
生
が
執
筆
し
た

新
刊
一
覧

服部 正
［文学部准教授］
監修
国書刊行会
￥2,500（税別）

アドルフ・
ヴェルフリ

前田 正子
［マネジメント
創造学部教授］著
新泉社
￥2,000（税別）

大卒無業女性の
憂鬱

桝矢 桂一 ［1989年甲南高等学校卒］著
朝日出版社 ￥2,700（税別）

水と雲と
花と

青山 義孝
［文学部教授］著
デザインエッグ社

ピンクのリボン
ホーソーン論

根津 茂
［1982年法学部卒］著
法藏館
￥1,300（税別）

日本仏教を変えた
法然の先鋭性
ー親鸞にとっての「真宗」ー

機本 伸司
［1979年理学部卒］著
ハルキ文庫
￥700（税別）

卒業のカノン

鳴海 邦匡
［文学部教授］
ほか著
大阪大学出版会
￥7,400（税別）

近代日本の海外
地理情報収集と
初期外邦図

杉本 直己
［先端生命工学
研究所所長］編著
講談社
￥3,200（税別）

生体分子化学

近藤 正義
［1980年経済学部卒］ほか著
リットーミュージック
￥1,300（税別）

たとえば、
ブラッキーと
クラプトン

田中 修
［名誉教授・特別
客員教授］著
幻冬舎
￥760（税別）

ありがたい
植物

青山 義孝
［文学部教授］著
デザインエッグ社

Nathaniel
Hawthorne
Thought-forms，
Space and Time

竹内 綱敏
［社会科学研究科
特任教授］著
税務研究会出版局
￥1,900（税別）

消費税の誤りやすい
届出・申請手続の
実務対応

古川 治
［教職教育センター
特任教授］著
ミネルヴァ書房
￥5,500（税別）

ブルームと
梶田理論に学ぶ
戦後日本の
教育評価論のあゆみ

桝井 靖之
［1986年経済学部、
1988年文学部卒］
ほか著
教育出版
￥4,000（税別）

環境教育辞典

尾形 真実哉
［経営学部教授］
ほか著
一般財団法人
東京大学出版会
￥9,200（税別）

人材開発
研究大全

中山 一郎
［1985年文学部卒］著
晃洋書房
￥1,900（税別）

エピソードの就活
ーキャリアカウンセラーが
    教える7つのステップー

古川 治
［教職教育センター
特任教授］ほか著
金子書房
￥2,400（税別）

深い学びのために
アクティブラーニングの
目指すもの

KONAN TODAY

編集後記

僕らが恋した
伝説のギターたち

彼女たちの働かない・
働けない理由

穂瑞沙羅華の
課外活動

二萬五千頁の王国

基礎から応用まで

　新施設「iCommons」がついに完成しました！オープン時には、施設を探検する学生
らの笑顔と驚きの声が溢れておりました。長年の思い出が詰まった施設は、新たに生ま
れ変わりましたが、これからの学生にとって、また思い出深い意味のある場所になるこ
とを願っております。
　今回特別に、PRONTOやブックカフェで使用できるクーポンを提供いただきました
ので、懐かしのキャンパスにぜひ足を運んでいただければ幸いです。

課
外
活
動
成
果
報
告

み
な
さ
ん
の
活
躍
に

心
よ
り
拍
手
を
送
り
ま
す
。

掲
載
期
間 

2
0
1
7
年
1
月
〜
6
月

（
敬
称
略
）

大  

学

関
西
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会
ロ
ー
ド
の
部（
4
月
）

男
子
2
部 

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

4
位

:

藤
本
啓（
法
2
）

7
位

:

小
田
原
健
太（
済
3
）

第
94
回
関
西
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手

権
大
会（
男
子
2
部
・
女
子
1
部
）（
5
月
）

4
0
0
m
1
位

:

三
原
泰
起（
法
4
）

3
0
0
0
m
S
C
3
位

:

小
田
原
健
太

（
済
3
）

女
子
4
0
0
m
ハ
ー
ド
ル
3
位

:

中
原
み

な
み（
営
1
）

女
子
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
1
位

:

木
村

瑞
穂（
済
3
）・
三
宅
真
理
奈（
営
2
）・
藤
井

彩
和
子（
営
3
）・
西
尾
香
穂（
営
2
）【
関
西

学
生
新
記
録
・
大
会
新
記
録
】

女
子
4
×
4
0
0
m
リ
レ
ー
3
位

:

藤
井

彩
和
子（
営
3
）・
中
原
み
な
み（
営
1
）・

松
ヶ
谷
茜
里（
営
4
）・
西
山
沙
優（
営
4
）

以
上
女
子

水
戸
招
待
陸
上
兼
水
戸
市
陸
上
競
技

大
会（
5
月
）

招
待
女
子
1
0
0
m
A
3
位

:

西
尾
香
穂

（
営
2
）

第
51
回
織
田
幹
雄
記
念
国
際
陸
上
競
技

大
会（
5
月
）

グ
ラ
ン
プ
リ
女
子
1
0
0
m
B
2
位

:

西
尾
香
穂（
営
2
）

第
1
0
1
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権

大
会（
6
月
）

男
子
4
0
0
m
6
位

:

三
原
泰
起（
法
4
） 

女
子
1
0
0
m
8
位

:

西
尾
香
穂（
営
2
）

日
本
学
生
個
人
選
手
権
大
会（
6
月
）

女
子
2
0
0
m
8
位

:

西
尾
香
穂（
営
2
）

男
子
4
0
0
m
4
位

:

三
原
泰
起（
法
4
）

平
成
29
年
度
関
西
オ
ー
プ
ン
ラ
イ
フ
ル

射
撃
選
手
権
大
会（
4
月
）

10
ｍ
Ｓ
60
Ｍ
・
50
ｍ
Ｐ
60
Ｍ
・
50
ｍ
3
×
40
Ｍ

3
位

:

町
田
健
太
郎（
法
4
）

【
ラ
イ
フ
ル
射
撃
部
】

第
64
回
春
季
全
関
西
学
生
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
兼
第
12
回
春
季
全
関
西

学
生
ピ
ス
ト
ル
射
撃
競
技
大
会（
5
月
）

10
m
S
60
M
団
体
2
位
・
10
m
B
P
D
S

40
M
団
体
3
位

10
m
S
60
M
個
人
・
50
m
3
×
40
M
個
人

3
位
・
50
m
P
60
M
個
人
優
勝

:

町
田
健

太
郎（
法
4
）

ニ
ト
ロ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
2
0
1
7（
2
月
）

永
野
真
莉
子（
営
4
）が
日
本
代
表
と
し
て

出
場

【
陸
上
競
技
部
】

第
41
回
の
じ
ぎ
く
杯
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

競
技
大
会（
5
月
）

70
m
W
ラ
ウ
ン
ド
男
子
の
部
最
優
秀
選
手

賞

:

鈴
木
建
太
朗（
営
3
）

70
m
W
ラ
ウ
ン
ド
女
子
の
部
最
優
秀
選
手

賞

:

亀
田
晴
奈（
営
3
）

【
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
】

関
西
学
生
男
子
春
季
新
人
戦（
6
月
）

6
位
T

:

川
口
倖
大（
法
1
）

【
ゴ
ル
フ
部
】

住
吉
大
社
全
国
弓
道
大
会（
5
月
）

女
子
団
体
優
勝

:

阿
曽
祐
希（
知
2
）・
石
川

清
楓（
法
1
）・
池
田
さ
と
み（
文
4
）

男
子
個
人
準
優
勝

:

小
島
才
奇（
理
3
）

男
子
個
人
6
位

:

池
田
慶
希（
文
1
）

兵
庫
県
学
生
弓
道
選
手
権
大
会（
5
月
）

男
子
団
体
優
勝

【
弓
道
部
】

兵
庫
学
生
剣
道
大
会（
4
月
）

女
子
個
人 

優
勝

:

西
村
葵（
済
2
）・

準
優
勝

:

野
村
純
花（
文
3
） 

【
剣
道
部
】

関
西
学
生
剣
道
選
手
権（
5
月
）

女
子 

ベ
ス
ト
16

:

中
川
萌
（
営
3
）・
西
村
葵

（
済
2
）

関
西
学
生
新
進
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
3
月
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
4

:

中
谷
琴
乃

（
営
1
）・
樋
口
菜
穂
子（
阪
大
）組

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
8

:

橋
本
和

（
済
3
）・
中
谷
琴
乃（
営
1
）

【
硬
式
庭
球
部
】

関
西
学
生
春
季
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
5
月
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
4

:

吉
田
有
宇
哉

（
営
3
）・
福
嶋
航
大（
営
3
）組
、岡
崎
大
倭

（
文
1
）・
西
本
光
一（
法
1
）組

男
子
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
8

:

稗
島
啓
司

（
法
4
）・
東
川
将
大（
営
1
）組

女
子
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
4

:

中
谷
琴
乃

（
営
2
）・
田
崎
菜
々
子（
法
1
）組

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
8

:

中
谷
琴
乃

（
営
2
）

阪
神
大
学
野
球
連
盟
春
季
リ
ー
グ
戦

2
部
西
リ
ー
グ（
4
月
）

2
部
西
リ
ー
グ
優
勝⇒

入
れ
替
え
戦
勝
利
、

1
部
昇
格

【
硬
式
野
球
部
】

2
0
1
7 

t
e
c
h
n
o
2
9
3

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
及
び
世
界
選
手
権

出
場
支
援
選
抜（
2
0
1
6
年
12
月
）

張
本
和
生（
法
4
）・
稲
垣
瑠
晟（
経
3
）が

2
0
1
7
年
世
界
選
手
権
日
本
代
表
支
援
選

手
に
選
抜

第
67
回
関
西
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

リ
ー
グ
戦（
5
月
）

男
子

:

3
部
総
合
2
位

女
子

:

2
部
総
合
2
位

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
】

J
W
A
 W
IN
D
S
U
R
F
IN
G
 M
ID
 

C
U
P
2017

（
6
月
）

3
位
総
合
入
賞

:

稲
垣
瑠
晟（
済
3
） 

【
ボ
ー
ド
セ
イ
リ
ン
グ
部
】

第
67
回
関
西
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会（
6
月
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
A
ベ
ス
ト
16

:

佐
藤
宏
亮

（
法
4
）・
島
川
翔
太（
文
4
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス
A
ベ
ス
ト
16

:

竹
中
愛
依
里

（
法
3
）・
山
下
華
奈（
済
3
）

第
68
回
兵
庫
県
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会（
6
月
）

男
女
混
合
ベ
ス
ト
8

:

宮
本
康
平（
済
3
）・

奴
賀
由
佳
子（
営
2
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
8

:

佐
藤
宏
亮

（
法
4
）

平
成
29
年
度
関
西
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

春
季
リ
ー
グ
戦
大
会（
5
月
）

男
子

:

1
部
6
位  

女
子

:

2
部
2
位

ダ
ブ
ル
ス
A
ベ
ス
ト
8

:

竹
中
愛
依
里

（
法
3
）・
山
下
華
奈（
済
3
）

シ
ン
グ
ル
ス
A
3
位

:

眞
嶋
彩
帆（
法
1
）

以
上
女
子

第
16
回
関
西
学
生
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会（
4
月
）

2
部
男
子
10
位

:

陰
山
佳
司（
文
3
）

【
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
部
】

関
西
学
生
ヨ
ッ
ト
春
季
選
手
権
大
会

（
5
月
）

4
7
0
級
4
位

:

藤
井
純
也（
済
3
）・
三
浦

克
己（
済
4
）・
中
村
美
貴（
済
3
）組

4
7
0
級
5
位

:

村
松
昂
祐（
営
3
）・
岡
畑

絢
也（
営
3
）・
龍
野
惣
一
朗（
営
2
）組

ス
ナ
イ
プ
級
3
位

:

津
嶋
範
之（
知
3
）・
大

石
優（
知
2
）組 

【
ヨ
ッ
ト
部
】

4
7
0
級
2
位

:

村
松
叶
子（
文
2
）・
石
田

萌
恵（
済
3
）組

4
7
0
級
4
位

:

畑
希
里
華（
マ
ネ
3
）・

中
村
美
貴（
済
3
）組

4
7
0
級
6
位

:

杉
浦
悠（
文
2
）・
羽
室

有
彩（
済
3
）・
浦
新
み
な
み（
法
3
）組

ス
ナ
イ
プ
級
3
位

:

寺
尾
友
里（
文
3
）・

穴
迫
真
澄（
理
3
）組

関
西
学
生
女
子
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会

（
6
月
）

第
5
回
近
畿
中
学
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会

（
1
月
）

第
39
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会

出
場（
3
月
）

団
体

:

優
勝

近
畿
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会（
第

44
回
全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

近
畿
地
区
予
選
）（
6
月
）

ダ
ブ
ル
ス
3
位

:

森
田
篤
郎（
中
3
）・
日
野

健
太（
中
2
）

シ
ン
グ
ル
ス
11
位

:

森
田
篤
郎（
中
3
） 

と

も
に
第
44
回
全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
個
人
戦
に
出
場
決
定

第
5
回
全
国
選
抜
中
学
校
テ
ニ
ス
大
会

（
3
月
）

男
子
団
体
の
部

:

優
勝（
3
年
ぶ
り
2
回
目
） 

森
田
篤
郎（
中
3
）・
宇
津
原
陽（
中
3
）・
日

野
健
太（
中
3
）・
藤
原
朋
矢（
中
3
）・
柴
田

畝
那（
中
2
）・
大
路 

京（
中
3
）・
山
邑
孔
三

朗（
中
3
）・
髙
橋
志
和（
中
3
）

【
テ
ニ
ス
部
】

兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
競
技
の
部（
6
月
）

1
0
0
ｍ
自
由
形
4
位
・
2
0
0
ｍ
自
由
形

5
位

:

山
本
康
司
郎（
高
三
）

2
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
8
位

:

松
本
波
瑠
馬

（
高
二
）⇒

近
畿
大
会
出
場

【
水
泳
部
】

兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
5
月
）

団
体
の
部
3
位

:

釣
浦
郁
真（
高
一
）・
西
村

薫
平（
高
三
）・
広
瀬 

颯（
高
三
）・
寺
山
立
騎

（
高
一
）

個
人
の
部
2
位

:

釣
浦
郁
真（
高
一
）　

⇒

個
人
団
体
と
も
に
関
西
大
会
出
場

【
ゴ
ル
フ
部
】

関
西
中
学
校
ゴ
ル
フ
対
抗
戦（
6
月
）

2
位⇒

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
個
人
戦
出
場（
8
月
）

上
野
隼
人（
中
2
）

兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
6
月
）

5
位

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

近
畿
選
手
権
大
会
出
場（
6
月
）

高
校
・
中
学

兵
庫
県
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会

（
5
月
）

Ａ
級
個
人
戦
優
勝

:

山
道
淳
也（
高
三
）　

⇒

全
国
総
合
文
化
祭
宮
城
大
会（
み
や
ぎ

総
文
）出
場

【
将
棋
部
】

平
成
29
年
関
西
学
生
男
子
春
季
2
・

3
部
学
校
対
抗
戦（
5
月
）

1
位 

最
優
秀
賞
選
手

:

秋
山
利
王（
営
1
）

【
自
動
車
部
】

全
関
西
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
権
大
会

（
5
月
）

男
子
団
体
5
位

男
子
個
人
優
勝

:

中
平
永
吉（
法
4
） 

男
子
個
人
6
位

:

高
下
貴
行（
済
3
）

全
関
西
馬
術
大
会（
5
月
）

L
ク
ラ
ス
障
害
飛
越
A

:

団
体
準
優
勝

個
人
優
勝

:

西
端
将
展（
マ
ネ
4
）

個
人
4
位

:

小
藪
か
お
り（
文
4
）

M
ク
ラ
ス
障
害
飛
越
D
個
人
3
位

:

小
藪
か

お
り（
文
4
）

M
ク
ラ
ス
障
害
飛
越
C
個
人
5
位

:

安
田
公

翼（
営
3
）

個
人
6
位

:

西
端
将
展（
マ
ネ
4
）

馬
場
馬
術
B
個
人
4
位

:

安
田
公
翼（
営
3
）

【
馬
術
部
】

第
65
回
兵
庫
県
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会（
4
月
）

シ
ン
グ
ル
ス
A
ベ
ス
ト
8

:

佐
藤
宏
亮（
法

4
）・
島
川
翔
太（
文
4
）・
宮
本
康
平（
済
3
）

 

以
上
男
子

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

関
西
学
生
柔
道
優
勝
大
会（
5
月
）

男
子
団
体
5
位

【
柔
道
部
】

兵
庫
県
少
林
寺
拳
法
大
会（
6
月
）

演
武
女
子
有
段
の
部
3
位

:

長
谷
川
尚
美

（
文
4
）・
富
永
沙
紀（
文
3
）組

演
武
一
般
男
子
有
段
の
部
2
位

:

池
田
亮
太

（
経
3
）・
肥
塚
雅
樹（
法
3
）組

【
少
林
寺
拳
法
部
】

第
16
回
関
西
学
生
夏
季
公
認
記
録
会（
6
月
）

2
0
0
メ
ド
レ
ー

･

イ
ン
カ
レ
突
破

:

三
村

海
里（
済
3
）

4
0
0
リ
レ
ー
・
8
0
0
リ
レ
ー

:

イ
ン
カ
レ

突
破

【
水
泳
部
】

春
季
関
西
学
生
卓
球
リ
ー
グ
戦

（
女
子
）（
5
月
）

4
部
2
位⇒

3
部
昇
格

春
季
関
西
学
生
卓
球
リ
ー
グ
戦

（
男
子
）（
5
月
）

1
部
7
位

【
卓
球
部
】

近
畿
六
大
学
連
盟
春
季
リ
ー
グ
戦（
4
月
）

4
位

【
準
硬
式
野
球
部
】

第
67
回
西
日
本
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会（
6
月
）

ベ
ス
ト
16

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

関
西
学
生
男
子
春
季
1
部
校
学
校

対
抗
戦（
6
月
）

6
位

PRESENT

応募締切
2017年12月31日到着分まで

オリジナル
巾着袋
ナイロン生地にKONANの
ロゴ入り。（サイズ42×34cm）
ご希望の方は、同封の
アンケートハガキでご応募ください。

抽選で
30名様に！

52TODADAAYAAY

で

さい

0名様に！

い。

好きなパスタ

● 13:00～18:00のみ利用可
● 有効期限11月30日まで

● 13:00～18:00のみ利用可
● 有効期限11月30日まで

※ご注文時にご提示ください。本券は現金と引き替えはいたしません。お一人様１枚につき１品のご利用とさせていただきます。他の割引サービスとの併用不可。

● 13:00～18:00のみ利用可
● 有効期限11月30日まで

● 有効期限11月30日まで

ホット、アイスコーヒー
（レギュラーサイズ）

CAFFÉ ＆ BAR
PRONTO 甲南大学店のみ有効

TSUTAYA BOOKSTORE
KONAN iCommons

ケーキセット

100円
通常240円･250円

100円100円
OFF

ホットコーヒー
KoCoCafe No.836使用

100円
通常230円OFF

兵
庫
県
大
会（
5
月
）

個
人
戦（
一
般
段
外
の
部
）2
位

:

前
田
幹
貴

（
済
3
）

一
般
女
子
の
部
1
位

:

重
田
華
那（
文
3
）

【
日
本
拳
法
部
】

29


